
Instructions - Parts

ProProPro Xp™Xp™Xp™ 606060 WBWBWBガガガンンン
3A8684A

JA

333 ペペペーーージジジににに一一一覧覧覧表表表示示示ささされれれててていいいるるる不不不燃燃燃性性性ののの条条条件件件ををを少少少なななくくくとととももも 111 つつつ満満満たたたすすす、、、導導導電電電性性性ででで水水水溶溶溶性性性液液液体体体ををを静静静電電電的的的
にににスススプププレレレーーーすすするるる際際際ににに使使使用用用すすするるるエエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン。。。
一一一般般般目目目的的的でででははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要ななな安安安全全全注注注意意意事事事項項項
本装置を使用する前に、本取扱説明書と関連する説明書のすべて
の警告と指示をお読みください。説説説明明明書書書ははは保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。

100 psi（0.7 MPa、7.0 bar）最高液体
使用圧力
100 psi (0.7 MPa, 7.0 bar) 最大エア動
作圧力
モデルの部品番号と承認の情報につい
ては、3 ページを参照してください。
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モデル

モモモデデデルルル
非非非可可可燃燃燃性性性ににに対対対すすするるる条条条件件件：：：

以以以下下下ののの条条条件件件ををを満満満たたたすすす液液液体体体とととののの併併併用用用ににに対対対しししててて FMFMFM承承承認認認がががささされれれててていいいままますすす：：：

• 液液液体体体混混混合合合物物物ののの継継継続続続燃燃燃焼焼焼ののの標標標準準準テテテススストトト方方方法法法ででであああるるる ASTMASTMASTM D4206D4206D4206 ににに従従従っっっ
てててままますすすのののででで、、、こここののの材材材料料料ははは継継継続続続的的的ににに燃燃燃焼焼焼しししままませせせんんん。。。

非非非可可可燃燃燃性性性ににに対対対すすするるる条条条件件件：：：

モモモデデデルルルははは、、、以以以下下下ののの条条条件件件ををを満満満たたたすすす液液液体体体ととと併併併用用用ささされれれるるる際際際ににに ENENEN 500595005950059 ににに準準準
拠拠拠しししててていいいままますすす:::

• 材材材料料料ははは、、、ENENEN 50059:201850059:201850059:2018ででで定定定義義義ささされれれててていいいるるるよよようううににに、、、発発発火火火しししななないいいもももののの
とととしししててて分分分類類類ささされれれままますすす。。。。。。
詳細については、 コーティング材の着火性, page 99 を参照し
てください。

部部部品品品番番番号号号 モモモデデデルルル 説説説明明明

L60T18 Pro Xp 60 WB 標準静電エアスプレーガン、水性コーティング用。

L60M18 Pro Xp 60 WB Smart 静電エアスプレーガン、水性コーティング用。

L60M19 Pro Xp 60
WB MRG

Smart 静電エアスプレーガン、離型剤の用途向け。

関関関連連連ののの説説説明明明書書書

説説説明明明書書書番番番号号号 説説説明明明

3A2498 丸型スプレーキット

307263 プローブおよびメーター

309455 テスト装置、高電圧プローブ、および kV メーター

406999 電圧テスター変換キット

3A7312 HydroShield™ エアスプレー水媒介絶縁システム

3A2496 WB100 絶縁システムおよび Pro Xp™ 60 WB ガン
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警告

警警警告告告

次の警告は、この装置の設定、使用、接地、メンテナンスと修理に関するものです。感嘆符のシンボルは
一般的な警告を意味し、危険シンボルは手順特有の危険性を知らせます。これらのシンボルが、本取扱説
明書の本文または警告ラベルに表示されている場合には、警告についての説明を参照してください。こ
のセクションにおいて扱われていない製品固有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取
扱説明書の本文に示されている場合があります

警警警告告告
火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの危危危険険険性性性

作作作業業業場場場に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の埃や可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発
の原因となることがあります。火災と爆発を防止するために：

• 使用される流体は適切な燃焼性の要件を満たす必要があります：
• FMFMFM、、、FMcFMcFMc 承承承認認認ああありりり:::
液体混合物の継続的燃焼の標準テスト方法である ASTM D4206 に従って、この
材料は継続的に燃焼しない。

• 材材材質質質ががが 500595005950059 準準準拠拠拠：：：
材料は、EN 50059:2018で定義されているように、発火しないものとして定義さ
れています 。

• 静電装置は、訓練を受けていて資格を有する、本取扱説明書の要求事項を理解している
要員のみが使用してください。

• 静電火花が発生するか、ショックを感じた場合は運運運転転転ををを直直直ちちちににに中止してください。問題を
特定し、解決するまでは、装置を使用しないでください。

• ガンの抵抗、ホースの抵抗、および電気的接地を毎日確認してください。
• 装置の使用と清掃は、充分に換気された場所で行なってください。
• エアフローが最小の必要な値を確保できない限り、ガンが稼動することを防止するため
に、ガンへの給気装置をインターロックしてください。

• 装置の洗浄または清掃時は、不燃性の溶剤のみを使用してください。
• このガンは赤色のGraco 導電ガンエアホースのみと併用してください。黒色または灰色の
Graco エアホースは使用しないでください。

• 導電性で接地されていない限り、ペール缶ライナーを使用しないでください。
• 洗浄、清掃、整備中は、必ず静電装置をオフにしてください。
• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着
火源; (静電アークが発生する恐れのあるもの) は取り除いて下さい。

• 可燃性の蒸気が充満している場所で、電源コードを抜き差ししたり、照明をオン/オフし
たりしないでください。

• 溶剤、ボロ布類およびガソリンなどの異物を作業場に置かないでください。
• 作業場には消火器を置いてください。
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警告

警警警告告告
感感感電電電ののの危危危険険険性性性

この装置は接地する必要があります。システムの接地、設定または使用方法が不適切だ
と、感電する可能性があります：

• 作業場にある、またはその付近にあるすべての装置、作業員、スプレー対象物、および導
電性物体を接地してください。接接接地地地の指示を参照してください。

• 静電ガンは、使用中でないときにシステムの電圧を放電する電圧絶縁システムに接続
します。

• 高電圧を帯電する絶縁システムのすべての構成部品は、システムの放電前に人員によ
る高電圧の構成部品との接触を防止する絶縁エンクロージャ内に収納されている必要
があります。

• 以下のような場合を含め、電圧を放電させるように指示されたときには、液液液体体体ののの電電電圧圧圧放放放電電電
おおおよよよびびび接接接地地地手手手順順順に従ってください：; システムの清掃、洗浄、整備を行うとき、; ガン正
面に近づくとき、; および絶縁液体供給装置の絶縁エンクロージャーを開けるとき。

• すべての高電圧装置の電圧が放電されるまで、高電圧領域または危険区域の場所に立
ち入らないでください。

• ガンの操作中は、ガンのノズルまたは電極を触ったり、電極の 102 mm (4 インチ) 以内に
近づいたりしないでください。液液液体体体ののの電電電圧圧圧放放放電電電おおおよよよびびび接接接地地地手手手順順順に従ってください。

• 絶縁システムのエンクロージャを開けるたびに、ガン給気装置を電圧絶縁システムとイン
ターロックすることで、給気装置を遮断してください。

• このガンは赤色のGraco 導電ガンエアホースのみと併用してください。黒色または灰色の
Graco エアホースは使用しないでください。

• ホースは継ぎ合わせないでください。絶縁液体供給システムとスプレーガンの間は、1 つ
の途切れのない Graco 水媒介液体ホースのみを取り付けてください。

加加加圧圧圧ささされれれたたた装装装置置置ののの危危危険険険性性性
装置から出た液体、漏洩、または破裂した構成部品から出た液体が目または皮膚に飛び散っ
て、重大な怪我を生じる可能性があります。

• スプレー/吐出を中止する場合、または装置の洗浄、点検、整備を行う前には、圧圧圧力力力開開開放放放
手手手順順順 に従ってください。

• 装置を操作する前に、液体の流れるすべての接続箇所を締めてください。
• ホース、チューブ、およびカップリングを毎日点検してください。摩耗または損傷した部
品は直ちに交換してください。
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警告

警警警告告告
装装装置置置誤誤誤用用用ののの危危危険険険
装置を誤って使用すると、死亡事故または重大な人身事故を招くことがあります。

• 疲労状態、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。
• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を
超えないようにしてください。全ての装置の説明書の技技技術術術仕仕仕様様様を参照してください。

• 装置の接液部部品に適合する液体と溶剤を使用してください。全ての装置の説明書の技技技術術術
仕仕仕様様様を参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。使用し
ている材質に関する詳しい情報については、販売代理店または小売店から安全データ
シート（SDS）を取り寄せてください。

• 装置が通電中あるいは加圧中の場合は作業場を離れないでください。
• 装置を使用していない場合は、全ての装置の電源を切断し、 圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順に従ってく
ださい。

• 毎日、装置を点検してください。製造元純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損
した部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造または変更しないでください。装置を改造または変更すると、認証機関の承認
が無効になり、安全上の危険が生じる場合があります。

• すべての装置が、それらを使用する環境用に認定され、承認されていることを確認し
てください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い
合わせください。

• ホースとケーブルは通路、鋭角のある物、可動部品、高温の装置から離してください。
• ホースをねじったり、過度に曲げたり、ホースを使用して装置を引き寄せたりしない
でください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。
• 適用されるすべての安全に関する規制に従ってください。

プププラララスススチチチッッッククク部部部品品品ととと洗洗洗浄浄浄溶溶溶剤剤剤ののの危危危険険険性性性
多くの溶剤は、プラスチック部品を劣化させ、故障に至らせる可能性があり、これは重度の
人的傷害または物的損害の原因になることがあります。

• プラスチックの構造部品または加圧部品を洗浄する場合は、部品に適合する水性の溶
剤のみを使用するようにしてください。

• 本装置の構造の材料に関しては、すべての機器取扱説明書の技技技術術術仕仕仕様様様を参照してくださ
い。適合性に関する情報及び推奨事項については溶剤製造元にお尋ねください。

有有有毒毒毒ななな液液液体体体まままたたたははは蒸蒸蒸気気気
有毒な液体や蒸気が目に入ったり皮膚に付着したり、吸込まれたり、飲み込みこまれたりす
ると、怪我および死亡の恐れがあります。

• 安全データシート（SDS）を読み、ご使用の液体に特有の危険性について熟知してく
ださい。

• 有毒な液体は保管用として許可された容器に保管し、廃棄する際には適用されるガ
イドラインに従ってください。

作作作業業業者者者ののの安安安全全全保保保護護護具具具
作業場にいる際、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む大怪我から自身を守
るために、適切な保護具を身につける必要があります。この保護具は以下のものを含みます
が、必ずしもこれらに限定はされません。

• 保護めがねと聴覚保護。
• 液体および溶剤の製造元が推奨するマスク、保護衣および手袋。
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ガンの概要

ガガガンンンののの概概概要要要

静静静電電電スススプププレレレーーーガガガンンンののの動動動作作作方方方法法法

エアホースはスプレーガンにエアを供給します。
エアの一部がオルタネータータービンを運転し、
残りのエアがスプレーされる液体を霧化します。

オルタネーターは電力を生成し、それはガンの
電極に高電圧流を供給するために、パワーカート
リッジによって変換されます。

ポンプは液体ホースとガンに液体を供給し、そこで
液体が通過するにつれ、液体が帯電されます。帯電
した液体は、接地された製品に引き付けられ、す
べての表面を覆い、均等にコーティングします。

水水水媒媒媒介介介液液液体体体ををを静静静電電電的的的にににスススプププレレレーーーすすするるる

静電エアスプレーガンは以下の燃焼性の要件を満
たす水媒介液体のののみみみをスプレーするように設計さ
れています。

• FMFMFM、、、FMcFMcFMc承承承認認認済済済みみみ:::
液体混合物の継続燃焼の標準テスト方法である
ASTM D4206 に従ってますので、この材料は継
続的に燃焼しません。

• CE-ENCE-ENCE-EN 500595005950059 準準準拠拠拠:::
材料は、EN 50059:2018で定義されているよう
に、発火しないものとして分類されます。
詳細について
は、 コーティング材の着火性, page 99 を参照
してください。

電圧絶縁システムに接続されるとき、スプレーガ
ン、液体ホース、および絶縁液体供給装置にあるす
べての液体は高電圧を帯電し、それは溶剤ベースの
システムより多くの電気エネルギーを持っている
ことを意味します。そのため、 ( モデル, page 3で
定義されている通り) 不燃性の液体のみがガンと
併用すること、およびガンの清掃、洗浄、または
パージに使用することが可能です。

静電水媒介装置を使用する際には、潜在的な感電
の危険を避けるために、予防措置をとる必要があ
ります。スプレーガンが絶縁液体に高電圧を帯電
させることは、コンデンサやバッテリを充電させ
ることに類似しています。

システムはスプレー中に一部のエネルギーを貯
蔵し、スプレーガンがシャットオフされた後に一
部のエネルギーを保持します。貯蔵されたエネル
ギーが放電されるまでには時間がしばらくかかるた
め、液体の電圧放電および接地の手順, page 36 と
接地, page 18 を含めて取扱説明書に目を通し、ガ
ンのノズルにアプローチまたはタッチできるのが
いつであるかを把握することは重要です。

エネルギーを放電するのにかかる時間は、システ
ム設計に依存します。ガンの正面に近づく前に、
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に従っ
てください。
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ガンの概要

コココンンントトトロロローーールルル、、、イイインンンジジジケケケーーータタタ、、、おおおよよよびびび構構構成成成部部部品品品

静電ガンには、以下のコントロール、インジケータ、および構成部品が付属されています。スマートガン
の情報については、 スマートガン, page 9 も参照してください。

Figure 1 ガンの概要

項項項目目目 説説説明明明 目目目的的的

A エアスイベルインレット 1/4 npsm(m) 左ネジ、Graco の赤色接地接地済み給気ホース用。

B 液体インレット Graco水媒介液体供給装置のホース

C タービン排気装置 タケノコ型取り付け金具、付属の排気チューブ用

D エアキャップと塗料ノズル ご利用できるサイズについては、エアキャップ, page 85 および
液体ノズル, page 82 を参照してください。

E 電極ニードル 液体に静電を供給します。

F ファンエア調整バルブ ファンサイズと形状を調整します。パターン幅を減少させる
ために使用できます。

G 噴霧化エアリストリクタバ
ルブ

エアキャップのエアフローを制限します。希望に応じて、プラグ
(付属されている) を交換します。

H 液体調整ノブ 液体ニードルの移動を制限することで、液体流量を調整します。
摩耗を制限するために、低流量の条件のみで使用します。

J ES オン-オフバルブ 静電をオン (I) またはオフ (O) にします。

K ES インジケータ (標準ガ
ンのみ; スマートガンイ
ンジケータについては、
操作モード, page 9を参照)

ES がオン (I) の場合に点灯します。色はオルタネーターの周波数
を示します。 ガンのセットアップ手順, page 20 の LED インジ
ケータ表を参照してください。
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ガンの概要

スススマママーーートトトガガガンンン

スマートガンモジュールはスプレー電圧、電流、
オルタネーター速度、および電圧設定 (低または高)
を表示します。これは、ユーザーがより低いスプ
レー電圧に変更することも可能にします。このモ
ジュールには次の 2 つのモードがあります。

• 運転モード
• 診断モード

操操操作作作モモモーーードドド

バババーーーグググラララフフフ

図 2 およびスマートガンの凡例, page 11 を参照し
てください。運転モードでは、通常のスプレー中に
ガンデータが表示されます。ディスプレイはバーグ
ラフを使用し、電圧レベルをキロボルト (kV)、電
流レベルをマイクロアンペア (uA) で示します。各
値に対し、バーグラフの範囲は 0 ～ 100% です。

バーグラフの LED が青の場合、ガンはスプレー
の準備ができています。LED が黄色または赤
色の場合は、電流が高過ぎます。液体の導電性
が高過ぎるか、他の可能な原因については、
電気系統のトラブルシューティング, page 49 を参
照してください。

HzHzHz イイインンンジジジケケケーーータタタ

Hz インジケータ (Hz) は、標準ガンの ES インジ
ケータと同じように機能します。インジケータは点
灯してオルタネーター速度のステータスを示し、3
つの色があります。

• 緑はオルタネーター速度が正しいことを示しま
す。

• 1 秒後にインジケータが琥珀色に変化した場合、
エア圧力を上げます。

• インジケータが 1 秒後に赤色になった場合、エ
ア圧が高過ぎます。インジケータが緑になるま
でエア圧力を下げます。高いエア圧力を維持す
るために、ES オン/オフバルブリストリクタキッ
ト 26A160 を設置します。次に必要に応じて圧力
を調整し、インジケーターが緑のままになって
いることを確認してください。

電電電圧圧圧調調調整整整スススイイイッッッチチチ

電圧調整スイッチ (VA) は、オペレーターが低電
圧と高電圧間の設定を切り替えることを可能にし
ます。

• 高電圧設定は、ガンの最高電圧によって決定さ
れ、調整可能でありません。

• スイッチが LO に設定されている場合、低
電圧インジケータ (LO) が点灯します。低
電圧設定は、ユーザーによる調整が可能で
す。 低電圧設定の調整, page 10 を参照してく
ださい。

Note

エラーディスプレイが表示された場
合、スマートモジュールは電源との
通信を失いました。詳細については、
エラーディスプレイ, page 10 を参照して
ください。

Figure 2 スマートガンモジュールの操作モード
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ガンの概要

エエエラララーーーデデディィィスススプププレレレイイイ

Smart モジュールが電源との通信を失ったら、エ
ラーディスプレイが表示され、Hz インジケータが
赤色になり、Smart モジュールが無効化されます。
以下の図および スマートガンの凡例, page 11 を
参照してください。これは、運転モード
と診断モードで生じる可能性がありま
す。電気系統のトラブルシューティング, page 49を
参照してください。Smart モジュールを機能させる
には、通信を復元する必要があります。

Note

エラーディスプレイが表示されるには 8 秒
間かかります。ガンが分解されたら、エ
ラー状態が発生していないことを確認する
ために、スプレー前に 8 秒間待ちます。

Note

ガンに電源が供給されていない場合、エ
ラーディスプレイは表示されません。

Figure 3 エラーディスプレイ

低低低電電電圧圧圧設設設定定定ののの調調調整整整

低電圧設定は、ユーザーによる調整が可能です。運
転モードのときに低電圧設定画面にアクセスする
には、LO SET ボタン (LS) を一時的に押します。
画面に現在の低電圧設定が表示されます。以下の
図およびスマートガンの凡例, page 11 を参照して
ください。有効範囲は 30～60 kV です。

電圧調整スイッチ (VA) を LO に設定します。LO
SET ボタンを繰り返し押して、5刻みで設定を増加
させてください。ディスプレイが最高設定 (60 kV)
に達したら、ガンの最低設定 (30 kV)に戻ります。
希望の設定に達するまで、ボタンを押し続けます。

Note

2 秒の非アクティブ状態が続くと、ディス
プレイは操作画面に戻ります。

Note

低電圧設定はロックされている場合があ
ります。 ロックシンボル, page 10 を参照
してください。

Figure 4 低電圧設定画面 (ロック解除状態)

ロロロッッックククシシシンンンボボボルルル

低電圧設定はロックされている場合があり
ます。ロックされている場合、画像 (LK)
が画面に表示されます。以下の図および
スマートガンの凡例, page 11 を参照してください。

• HI モードのときは、低電圧設定は常常常にににロックさ
れています。ロックシンボルは、LO SET ボタン
が押されるときに表示されます。

• LO モードの場合、ロックが有効な場合に ののの
みみみ ロックシンボルが表示されます。低電圧
設定をロックまたはアンロックするには、
低電圧ロック画面, page 13 を参照してください。

Figure 5 低電圧設定画面 (ロック状態)
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ガンの概要

スススマママーーートトトガガガンンンののの凡凡凡例例例

TableTableTable 111 図図図 222～～～999 ののの凡凡凡例例例

項項項目目目 説説説明明明 目目目的的的

VA 電圧調整スイッチ 2 位置スイッチは、スマートガンの電圧を低の設定 (LO) または高の
設定 (HI) に設定します。このスイッチは、運転モードと診断モー
ドで機能します。

LO 低電圧モードインジケー
タ

スマートガンが低電圧に設定されている場合、点灯 (青) します。

kV 電圧 (kV) ディスプレイ ガンの実際のスプレー電圧を kV で表示します。運転モードでは、
ディスプレイはバーグラフです。診断モードでは、電圧が数値とし
て表示されます。

uA 電流 (uA) ディスプレイ ガンの実際のスプレー電流を uA で表示します。運転モードでは、
ディスプレイはバーグラフです。診断モードでは、電流が数値とし
て表示されます。

LS LO SET ボタン 一時的に押して、低電圧設定画面に移動します。

約 5 秒間押し続けて、診断モードに移動するか、終了します。

診断モードにいる間に、それを一時的に押して画面間を進みます。

(診断モードでの) 低電圧ロック画面にいる間、それを押し続けて
ロックをオンやオフにします。

LV 低電圧ディスプレイ 低電圧設定を数値として表示します。この設定は変更できます。図
4 を参照してください。

LK 低電圧ロック状態 低電圧設定がロックされている場合に表示されます。図 5、図
9 を参照してください。

LD LO ディスプレイ 低電圧ロック画面で表示されます。図 9 を参照してください。

ER エラーディスプレイ Smart モジュールが電源との通信を失ったら表示されます。図
3 を参照してください。

VI 電圧インジケータ 診断モードでは、2 つの画面の右上にある LED が点灯され、そ
れらは表示されている値が kV であることを示します。図 6 を参
照してください。

CI 電流インジケータ 診断モードでは、2 つの画面の右下にある LED が点灯され、それ
らは表示されている値が uA であることを示します。図 7 を参
照してください。

AS オルタネーター速度ディ
スプレイ

診断モードでは、Hz レベルが数値として表示されます。図 8 を参
照してください。

Hz オルタネーター速度イン
ジケータ

運転モードでは、オルタネーター速度のステータスを示すために、
インジケータの色が変化します。

• 緑はオルタネーター速度が正しいことを示します。
• 1 秒後にインジケータが琥珀色に変化した場合、オルタネーター
速度が低過ぎます。

• 1 秒後にインジケータが赤に変化した場合、オルタネーター速
度が高過ぎます。エラーディスプレイが表示された場合、イ
ンジケータも赤になります。

診断モードでは、オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面にいる場合、
インジケータは緑です。
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ガンの概要

診診診断断断モモモーーードドド

診断モードには、ガンデータを表示する 4 つの画
面が含まれます。

• 電圧 (キロボルト) 画面
• 電流 (マイクロアンペア) 画面
• オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面
• 低電圧ロック画面

Note

; 低電圧設定を調整するには、運転モードに
いる必要があります。この設定は診断モー
ドで調整できません。但し、運転モードと
診断モードでは電圧調整スイッチ (VA) を
HI または LO に設定できます。

診断モードに移動するには、LO SET (LS) ボタ
ンを約 5 秒間押し続けます。ディスプレイは
電圧 (キロボルト) 画面, page 12 に移動します。

次の画面に進むには、LO SET ボタンを再び押し
ます。

診断モードを終了するには、LO SET ボタンを約 5
秒間押し続けます。画面は操作モードに戻ります。

Note

ガンが診断モードにいる間に引き金が解除
された場合、ガン引き金が再び引かれる
際に、最後に表示されていた場面が表示
されます。

Note

低電圧ロック画面からは診断モード
を終了できません。詳細については、
低電圧ロック画面, page 13 を参照してく
ださい。

電電電圧圧圧 (((キキキロロロボボボルルルトトト))) 画画画面面面

電圧 (キロボルト) 画面は、診断モードに入った
後に表示される最初の画面です。以下の図および
スマートガンの凡例, page 11 を参照してくださ
い。この画面に入るには、運転モードにいる間に、
LO SET ボタンを約 5 秒間押し続けます。

この画面では、ガンのスプレー電圧が 5 kV 単位で
四捨五入された数値 (kV) として表示されます。
ディスプレイパネルの 2 つの右上にある LED (VI)
が点灯し、電圧 (キロボルト) 画面が表示されてい
ることを示します。ディスプレイは測定値である
ため、変更することはできません。

LO SET ボタンを押して、
電流 (マイクロアンペア) 画面, page 12 に進みま
す。約 5秒間押し続けて、運転モードに戻ります。

Figure 6 電圧 (キロボルト) 画面

電電電流流流 (((マママイイイクククロロロアアアンンンペペペアアア))) 画画画面面面

電流 (マイクロアンペア) 画面は、診断モー
ドの 2 番目の画面です。以下の図および
スマートガンの凡例, page 11 を参照してくださ
い。この画面に移動するには、電圧 (キロボルト)
画面にいる間に LO SET ボタンを押します。

この画面では、ガンのスプレー中の電流が 5 uA 単
位で四捨五入した数値 (uA) として表示されます。
電流 (マイクロアンペア) 画面が表示されているこ
とを示す、ディスプレイパネルライトの 2つの右下
にある LED (CI) が表示されます。ディスプレイは
測定値であるため、変更することはできません。

LO SET ボタンを押して、
オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面, page 13 に進
みます。約 5 秒間押し続けて、運転モードに戻
ります。

Figure 7 電流 (マイクロアンペア) 画面
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ガンの概要

オオオルルルタタタネネネーーータタターーー速速速度度度 (((ヘヘヘルルルツツツ))) 画画画面面面

オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面は、診断
モードの 3 番目の画面です。以下の図および
スマートガンの凡例, page 11 を参照してくださ
い。この画面に移動するには、電流 (マイクロアン
ペア) 画面にいる間に LO SET ボタンを押します。

この画面では、オルタネーター速度は 5 Hz 単位で
四捨五入した、3 桁の数字 (AS) として表示されま
す。ディスプレイは測定値であるため、変更する
ことはできません。オルタネーター速度が 999 Hz
を越える場合、ディスプレイは 999 を示します。

オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面が表示されてい
ることを示すために、Hz インジケータが緑色に
点灯します。

LO SET ボタンを押して、
低電圧ロック画面, page 13 に進みます。約 5 秒間
押し続けて、運転モードに戻ります。

Figure 8 オルタネーター速度 (ヘルツ) 画面

低低低電電電圧圧圧ロロロッッッククク画画画面面面

低電圧ロック画面は、診断モードの 4番目の画面で
す。以下の図およびスマートガンの凡例, page 11を
参照してください。この画面に移動するには、オ
ルタネーター速度 (ヘルツ) 画面にいる間に、LO
SET ボタンを押します。

この画面では、低電圧ロックのステータスが表示
されます。設定がロックされている場合は、ロッ
ク画像 (LK) が Lo ディスプレイ (LD) の左に表示さ
れます。設定がロックされていない場合、ロック
画像は表示されません。

ロックステータスを変更するには、ロック画像
が表示されるか消えるまで、LO SET ボタンを押
し続けます。ロックが設定されたら、低電圧モー
ドの際に、低電圧設定画面にも画像が表示されま
す。( 低電圧設定の調整, page 10 の図を参照して
ください。)

Note

LO SET を押し続けることがロックをオン
またはオフにするために使用されるため、
診断モードはこの画面から終了できませ
ん。終了するには、LO SET を一時的に押
して電圧 (キロボルト) 画面に戻り、そこか
ら診断モードを終了します。

Figure 9 低電圧ロック画面
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設置

設設設置置置

シシシススステテテムムム要要要件件件

1 つの絶縁キャビネットで複数のガンを使用する
と、感電、火災、または爆発を生じさせる場合
があります。怪我または機器の損傷を避けるた
めには、絶縁キャビネットごとに 1 個のガンの
みを使用してください。

静電気をスプレーするには、スプレーガンをGraco
HydroShield や WB100 などの電圧絶縁システムに
接続する必要があります。

Graco 電圧絶縁システムには、以下の機能が必要
です:

• システム電圧が放電される前に、人が高電圧の
構成部品に接触することを防ぐ絶縁エンクロー
ジャ 高電圧を帯電する絶縁システムのすべて
の構成部品は、エンクロージャ内に収容されて
いる必要があります。

• スプレーガンが使用中でないときにシステム電
圧を徐々に放電するためのブリード抵抗。液体
供給ユニットの金属部分がブリード抵抗に電気
的に接続されている必要があります。

• 誰かが絶縁エンクロージャを開く際に自動的に
システム電圧を放電する安全インターロック

Note

静電スプレーガンを非 Graco 電圧絶縁シス
テムに接続すると、またはガンを 60 kV で
操作した場合、Graco の保証と承認は無
効になります。

警警警告告告サササイイインンン

警告サインを、すべてのオペレーターが簡単に見
えて、読める場所 (スプレーする場所の中で) に
取り付けます。ガンには英文の警告サインが表示
されます。

シシシススステテテムムムののの設設設置置置

本装置の整備では、適切に作業を実施しないと感
電またはその他の重大な人身事故を引き起こす
可能性のある部品を操作する必要があります。

• 訓練を受けて適切な資格を持っていない場
合、本装置の設置とサービスは行わないでくだ
さい。

• すべての地域の法令および規制に準拠してく
ださい。

一般的な設置例, page 15 は代表的な静電エアスプ
レーシステムを示しています。これは実際のシステ
ム設計とは異なります。特定のニーズに合ったシ
ステムを設計する点で支援が必要な場合は、Graco
販売代理店にお問い合わせください。

絶縁システムの説明書に従って、絶縁システム
を設置してください。

スススプププレレレーーーブブブーーースススののの換換換気気気

エアフローが必要な基準以上の値を確保できない
限り、ガンを稼働しないようにしてください。ガ
ンのスプレー、洗浄、清掃時に可燃性あるいは
毒性の蒸気が溜まるのを防止するために、新鮮
な空気換気をしてください。エアフローが最小
の必要な値を確保できない限り、ガンが稼動す
ることを防止するために、ガンへの給気装置と
液体供給装置をインターロックしてください。

スプレーブースには、換気システムがなけれな
りません。

エアフローが最小値以下に低下した状態でのガンの
稼動を防止するために、ガン給気・液体供給装置
を換気扇でインターロックしてください。排気速
度の要件に関する地元当局のすべての規定と規制
を確認・遵守してください。少なくとも年に 1 回
は、インターロックの動作を確認してください。

14 3A8684A



設置

一一一般般般的的的ななな設設設置置置例例例

Figure 10 水媒介ガンの代表的な取り付け例

凡凡凡例例例

項項項目目目 説説説明明明

S 水性静電エアスプレーガン

AM メインエア供給ライン

AB* ブリード型エア遮断バルブ

HG* Graco 赤色接地済みエアホース (左ネジ)

CA* 絶縁システム

PR ガンエア圧力レギュレーター

項項項目目目 説説説明明明

AS ガンエアラインフィルター

GND* ガンエアホース接地線

SR 張力緩和装置取り付け金具

FJ* Graco 水媒介液体ホース

* これらの製品は、安全な操作のために必要で
す。
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水水水媒媒媒介介介液液液体体体ホホホーーースススののの接接接続続続

電圧絶縁システムの液体アウトレットとガンの液
体インレットの間には、必ず Graco 水性液体ホー
スを使用してください。水媒介液体ホースは、内
側の PTFE チューブ (FT)、導電性レイヤー (FC)、
および耐摩耗性の外側被覆 (FJ) で構成されてい
ます。導電層は、ガン金具ブラケット (104) で接
地されています。

水媒介液体ホースをガンに接続する前に、エアを
吹かせ、水で洗浄して汚染物質を取り除きます。
使用前はガンを洗浄してください。

感電の危険性を減少させるために、絶縁液体供
給装置とガンの間に、1 つだけの途切れのない
Graco 水媒介ホースを取り付けてください。ホー
スは継ぎ合わせないでください。

1. ガンエアインレット取り付け金具 (21) をガン
から取り外します。

Note

この金具は左ネジ山です。
2. O リング (21a) を取り除き、金具をブラケッ

トに取り付けてください。O リングを再び組
み立てます。

Figure 11 液体ホースの接続

3. 新しい Graco 水媒介液体ホースは完全に組み立
てられ、すぐに取り付けることができる状態で
提供されます。液体ホースアセンブリ・修理の説
明は、液体ホースアセンブリ・修理, page 98 を
参照してください。

4. 誘電体グリース (44) を O リング (107) とバレ
ル金具 (106) のネジ山に十分に塗布します。取
り付け金具を 38 mm (1-1/2 インチ) 引き戻し、
暴露した PTFE ホースにグリースを塗布して、
ホースと取り付け金具の間の領域を満たしま
す。バレル入口が清潔で乾燥していることを
確認してから、取り付け金具をガンバレル (1)
の流体入口にねじ込みます。

5. ブラケットがホース上で自由に動くように、張
力緩和装置のナット (102) を緩めます。

6. ブラケット (104) の穴をエアインレットと排気
アウトレットの位置と合わせます。エアイン
レットの取り付け金具 (21) で固定します。張
力緩和装置のナット (102) を締めて、ホースを
固定します。

7. ナット (105) がフェルールハウジング (103) に
しっかりと固定されていることを確認してく
ださい。

8. 排気チューブ (36) を排気バルブバーブ (FC) に
押し付けます。クランプ (43) で固定します。

9. 絶縁システムの説明書に従い、ホースの反対
側を絶縁液体供給装置に接続します。導電性
ホースのレイヤーは、絶縁システムに接地し
てください。

導電性ホースのレイヤー (FC) は絶縁システ
ムの接地されているエンクロージャ (CA) ま
たは接地されたフェンスへの接続を通して接
地してください。接地の導通を維持するに
は、張力緩和装置のナットが締められるとき
に導電性ホースレイヤー (FC) がフェルール
とかみ合っている必要があります。ホース
を適切に張力緩和装置に取り付けないと、
感電事故の原因となります。

Figure 12 Graco 以外の絶縁エンクロージャでの
シールド被覆液体ホースの接続
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エエエアアア供供供給給給ララライイインンン

感電やその他の重傷の危険を避けるため。

• Graco の接地付導電性赤エアホースをガンエ
ア供給に使用してください。

• 黒または灰色の Graco エアホースは使用しな
いでください。

• ホースの接地線を接地します。

1. ガンに乾燥した、清潔な給気が確実に行われる
ようにするために、メインエアラインにエアラ
インフィルター/水分離器を取り付けます。

Note

汚れと水分によって仕上品の外観
が損なわれたり、ガンの誤作動を
引き起こしたりすることがありま
す。一般的な設置例, page 15 を参照し
てください。

2. ガンへのエア圧力を制御するために、ガン給
気ラインにブリード型エアシャットオフバル
ブ (AB) およびエアレギュレーター (PR) を取
り付けます。

3. 赤の導電性エアホース (HG) をガンエアレギュ
レーター (PR) とガンのエアインレットの間に
接続します。ガンエアインレット取り付け金具
には左巻きネジ山があります。給気ホースの接
地線 (GND) を大地アースに接続します。

Note

一部の絶縁システムはスプレーガンへ
のエア制御をします。絶縁システムの
説明書を参照して正しく取り付けてく
ださい。
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接接接地地地

静電気火花や感電による危険性を抑えるため、装
置は必ず接地してください。電気または静電気火
花のため、気体が発火または爆発する可能性があ
ります。適切に接地を行わないと、感電する可能
性があります。すべての装置、作業員、スプレー
対象物、および作業場にある、またはその付近
にある導電性物体を接地してください。抵抗は 1
メガオーム以下にしてください。接地すること
で、配線を通して電流を逃すことができます。

静電ガンの操作時は、スプレー作業場の接地の行
われていないすべての対象物（人、容器、工具な
ど）は、電気的に帯電する可能性があります。

基本的な静電システムの最低接地条件は下記の
通りです。システムには、他にも接地の必要があ
る装置や物体が含まれる可能性があります。シス
テムは大地アースに接続されている必要がありま
す。アース接続を毎日点検してください。接地の
指示の詳細については、地域の電気関連法令を確
認してください。

• 静電エアスプレーガン: 赤色の Graco 接地済み
エアホースをガンに接続し、エアホース接地線
を大地アースに接続することでガンを接地しま
す。 ガンの電気接地の確認, page 35 を参照し
てください。

• スプレーする場所に入るすべての人員: は、革
などの導電性の靴底のある靴を履くか、個人用
接地ストラップを装着する必要があります。ゴ
ムまたはプラスチックのような、非導電性の靴
底の靴は履かないでください。手袋が必要な場
合、ガンに付属されている導電性手袋を使用し
ます。もし非 Graco の手袋をつけている場合、
手が接地されたガンハンドルに確実に接するよ
う、手袋の指および掌の部分を切っておきます。

• スプレー対象物: 常にワークピースハンガーをき
れいで接地された状態に保ってください。

• 電圧絶縁システム: 電圧隔離システムを電気的に
大地アースに接続します。ご利用の絶縁システ
ムの説明書を参照してください。

• Graco シールド水媒介液体ホース: ホー
スは導電性レイヤーを通して接地されま
す。水媒介液体ホースの接続, page 16 の指示に
従って取り付けます。

• スプレーする場所にあるすべての導電性物体や
デバイス: 適切に接地する必要があります。

• 液体容器と廃棄容器: スプレーする場所にあるす
べての液体と廃棄容器を接地します。導電性で接
地されていない限り、ペール缶ライナーを使用し
ないでください。スプレーガンを洗浄する場合、
余分の液体を受けるために使用される容器は導
電性であり、接地されている必要があります。

• エアコンプレッサ：製造元の推奨に従って装置
を接地してください。
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• すべてのエアラインは適切に接地されているこ
とが要求されます。接地の導通を確保するため
に、総延長最大 30.5 m (100 フィート) の接地済
みホースのみを使用してください。

• スプレーする場所の床: は導電性で接地されてい
る必要があります。接地の導通を妨害するような
段ボールや非導電性材料で覆わないでください。

• すべての溶剤のペール缶: 承認済みで接地された
伝導性の金属容器のみを使用してください。プラ
スチック製容器は使用しないでください。不燃
性の溶剤のみを使用してください。ワンシフト
で必要とする量以上を保管しないでください。
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ガンのセットアップ

ガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ

ガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ手手手順順順

火災と爆発の危険性を減らすために、使用する
液体は以下の燃焼性の要件を満たす必要があり
ます。

• FMFMFM、、、FMcFMcFMc承承承認認認済済済みみみ:::
液体混合物の継続燃焼の標準テスト方法であ
る ASTM D4206 に従ってますので、この材料
は継続的に燃焼しません。

• CECECE---ENENEN 500595005950059 準準準拠拠拠:::
材料は、EN 50059:2018で定義されているよう
に、発火しないものとして分類されます。
詳細について
は、 コーティング材の着火性, page 99 を
参照してください。

スプレーガンの帯電した構成部品に接
触すると、感電します。操作中または
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 を実
施するまでは、ガンのノズルまたは電極を触っ
たり、ガン正面の 102 mm（4 インチ）以内に近
づいたりしないでください。

スプレーを中断するとき、または電圧を
放電するように指示された場合、その都度
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従ってください。

重大な怪我を引き起こす可能性のある構成部品破
裂の危険性を減らすために、システム内で定格が
最も低い構成部品の最高使用圧力を越えないよ
うにしてください。この装置の最高使用圧力と
最高使用液圧は 0.7 MPa (7 bar、100 psi) です。

皮膚への噴射による怪我の危険性を減少させる
ために、圧力を開放するように指示されるたび
に、圧力開放手順, page 36 に従ってください。
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特殊ガンを設定する場合の追加の手順に関しては、
ソフトなスプレーガンのセットアップ手順, page
25、 丸型スプレーガンのセットアップ手順, page
28、 HVLP ガンのセットアップ手順, page 27、
研磨剤ガンの設定手順, page 31、および
離型剤ガンのセットアップ手順, page 32 を参照し
てください。

下記の図を参照して、静電ガンのコントロール
を見つけてください。

Figure 13 静電ガンのコントロール

1. 保持リング (6) が締まっているか確認し、液
体ノズル(4) とエアキャップ (5) をしっかり固
定してください。

Note

ガンは液体ノズルとエアキャップ
が取り付けられている状態で出荷さ
れます。違うサイズの液体ノズルま
たはエアキャップを選択するには、
液体ノズル選択チャート, page 82 およ
び エアキャップセレクションガイド,
page 85 を参照してください。

ノズルとエアキャップを取り付けるに
は、エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52 を参照してください。

2. ES オン-オフスイッチ (J) をオフ (O) にします。

3. ガンへのブリード型エア遮断バルブ (AB) を
閉じます。

4. ガンの抵抗を確認してくださ
い。 ガン電気抵抗のテスト, page 42 の
手順に従います。

5. 水媒介ホースを接続しま
す。 水媒介液体ホースの接続, page 16 の手
順に従います。

6. Graco の接地済みエアホースをガンエアイ
ンレットに接続します。ガンエアインレッ
ト取り付け金具には左巻きネジ山がありま
す。エア供給ライン, page 17 の手順に従いま
す。

7. 接地, page 18 の手順に従います。
8. ガンの電気接地の確認, page 35 の手順に従

います。測定値は 100 オーム未満でなければ
なりません。

9. 排気管を接続し、同梱のクランプで固定しま
す。

10. 必要に応じて、洗浄します。洗浄, page 38 の
手順に従います。
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11. 必要に応じて、エアキャップの位置を調整しま
す。

12. ファンエア調整バルブ (F) を反時計回りに完全
に開きます。

13. 液体調整バルブ (H) を反時計回りに完全に開
きます。

14. 噴霧化エアリストリクタバルブ (G) を時計回
りに完全に開きます。

15. ES オン-オフスイッチ (J) をオン (I) にします。

ES オン-オフスイッチをオン (I) にしたら、
電圧が放電されるまで、液体供給装置は高電
圧を帯電します。スプレーガンの帯電した構
成部品に接触すると、感電します。ガンの操
作中は、ガンのノズルまたは電極を触った
り、ガン正面の 102 mm (4 インチ) 以内に近
づいたりしないでください。
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16. 引き金を引いたときに、ガンエアレギュレー
ターがガンに最低 0.32 MPa (3.2 bar、45 psi) 供
給するように設定し、完全なスプレー電圧を
確保します。

TableTableTable 222 圧圧圧力力力低低低下下下

メメメーーートトトルルル (((フフフィィィーーー
トトト))) 単単単位位位でででのののエエエ
アアアホホホーーースススののの長長長さささ

(((直直直径径径 888 mmmmmm [5/16[5/16[5/16 イイイ
ンンンチチチ]]] のののホホホーーーススス使使使用用用)))

MPaMPaMPa (bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)
でででのののエエエアアアレレレギギギュュュ

レレレーーータタターーー設設設定定定[[[ガガガンンン
トトトリリリガガガーーー状状状態態態]]]

15 (4.6) 55 (0.38, 3.8)

25 (7.6) 65 (0.45, 4.5)

50 (15.3) 80 (0.56, 5.6)

17. ES インジケータ (K) [Smart ガンでは Hz イン
ジケータ] が点灯していることを確認してく
ださい。

TableTableTable 333 LEDLEDLED イイインンンジジジケケケーーータタタののの色色色

イイインンンジジジ
ケケケーーータタタ
ののの色色色

説説説明明明

緑 スプレー中は、インジケータが
緑色である必要があり、それは
オルタネータータービンへのエ
ア圧力が十分であることを示し
ます。

黄 インジケータが 1 秒後に琥珀色
になった場合、エア圧力が低過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を上げます。

赤 インジケータが 1 秒後に赤色
になった場合、エア圧力が高過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を下げます。高
い適用エア圧力を維持するため
に、ES オン/オフバルブリスト
リクタキット 26A160 を設置し
ます。必要に応じて圧力を調整
し、インジケーターが緑のまま
になっていることを確認してく
ださい。

18. ガンへの給気を遮断します。ES オン-オフス
イッチ (J) をオフ (O) にします。

19. ポンプを始動します。落下する前に、ガンから
の流れが 200～300 mm (8～12 インチ) になる
まで液体レギュレーターを調節します。通常、
液体圧力が 5 psi (.04 MPa、0.4 bar) 以下あるい
は 30 psi 以上 (0.21 MPa 、2.1 bar) の場合、ノ
ズルサイズの変更をお奨めします。

20. ガンにエアを入れます。ES オン-オフスイッチ
(J) をオン (I) にします。
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21. テストパターンをスプレーします。噴霧化を確
認してください。

• 最低圧力で過度の噴霧化が生じた場合、噴霧
化エアリストリクタバルブを調整します。

• 噴霧化が不十分な場合、エア圧力を上げる
か、液体流量を下げます。

22. ファンエア調整バルブを調節します。

• 最長のパターンの場合、ファンエア調整バル
ブを反時計回りに完全に開きます。

• バルブを時計回りに回してファンエアを制限
し、より短いパターンを作ります。

ES オン-オフスイッチをオン (I) にしたら、
電圧が放電されるまで、液体供給装置は高電
圧を帯電します。スプレーガンの帯電した構
成部品に接触すると、感電します。ガンの操
作中は、ガンのノズルまたは電極を触った
り、ガン正面の 102 mm (4 インチ) 以内に近
づいたりしないでください。

23. テストピースをスプレーします。範囲に関して
は、境界を確認してください。塗布の状態が悪
い場合は、トラブルシューティング, page 44 を
参照してください。
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ソソソフフフトトトなななスススプププレレレーーーガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ手手手順順順

小型または軽量部品のためのソフトなスプレーパ
ターンを得るガンにするには、次を実施します：

1. ソフトなスプレーエアキャップを取り付ける。
エアキャップセレクションガイド, page 85 を
参照してください。

2. 最良の結果を得るには、1.0 mm また
は1.2 mm の液体ノズルを取り付けま
す。 液体ノズル選択チャート, page 82 を参
照してください。

3. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 1～
13 に従います。

4. 噴霧化エアを調整します。噴霧化エアリスト
リクタバルブ (G) を反時計回りに完全に閉じ
ます。次に噴霧化エアリストリクタバルブ (G)
を半回転から1回転開きます。

5. ES オン-オフスイッチ (J) をオン (I) にします。

6. 引き金を引いたときに、ガンエアレギュレー
ターがガンに最低 0.32 MPa (3.2 bar、45 psi) 供
給するように設定し、完全なスプレー電圧を
確保します。

TableTableTable 444 圧圧圧力力力低低低下下下

メメメーーートトトルルル (((フフフィィィーーー
トトト))) 単単単位位位でででのののエエエ
アアアホホホーーースススののの長長長さささ

(((直直直径径径 888 mmmmmm [5/16[5/16[5/16 イイイ
ンンンチチチ]]] のののホホホーーーススス使使使用用用)))

MPaMPaMPa (bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)
でででのののエエエアアアレレレギギギュュュ

レレレーーータタターーー設設設定定定[[[ガガガンンン
トトトリリリガガガーーー状状状態態態]]]

15 (4.6) 55 (0.38, 3.8)

25 (7.6) 65 (0.45, 4.5)

50 (15.3) 80 (0.56, 5.6)

7. ES インジケータ (K) [スマートガンでは Hz イ
ンジケータ] が点灯していることを確認して
ください。

TableTableTable 555 LEDLEDLED イイインンンジジジケケケーーータタタののの色色色

イイインンンジジジ
ケケケーーータタタ
ののの色色色

説説説明明明

緑 スプレー中は、インジケータが
緑色である必要があり、それは
オルタネータータービンへのエ
ア圧力が十分であることを示し
ます。

黄 インジケータが 1 秒後に琥珀色
になった場合、エア圧力が低過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を上げます。

赤 インジケータが 1 秒後に赤色
になった場合、エア圧力が高過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を下げます。高
い適用エア圧力を維持するため
に、ES オン/オフバルブリスト
リクタキット 26A160 を設置し
ます。必要に応じて圧力を調整
し、インジケーターが緑のまま
になっていることを確認してく
ださい。
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8. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 18～
23 に進みます。

Note

ソフトなスプレーエアキャップは、3.5
oz/min (100 cc/min) の生産速度に対し
て最適化されています。最良のソフト
なスプレー結果を得るためには、生産
速度は7 oz/min (200 cc/min)以下に制
限します。

Note

スプレーされるものが過剰に移動する
場合、噴霧化エアリストリクタバルブ
(G) をわずかに反時計回りに調整してエ
アフローを制限します。噴霧化を改善
するには、噴霧化エアリストリクタバ
ルブ (G) を時計回りにわずかに調整し
て、エアフローを増加させるか、また
は液体流量を減少させます。
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HVLPHVLPHVLP ガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ手手手順順順

多量低圧 (HVLP) スプレーガンをスプレーする場
合、エアキャップでのエア圧力は 10 psi (0.07 MPa,
0.7 bar) 以下でなければなりません。HVLP ガンを
設定する場合、下記を実施します。

1. HVLP エアキャップを取り付けます。
エアキャップセレクションガイド, page 85 を
参照してください。

2. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 1～
11 に従います。

3. 液体調整バルブ (H) を反時計回りに完全に開
きます。

4. エアキャップ内のエアを調整します。

a. ファンエア調整バルブ (F) を時計回りに完
全に閉じ、次にそれを反時計回りに2回転
開きます。

b. 噴霧化エアリストリクタバルブ (G) を反時
計回りに完全に閉じ、次に1回転それを時
計回りに開きます。

c. ES オン-オフスイッチ (J) をオン (I) にし
ます。

d. 引き金を引いたときに、ガンエアレギュ
レーターがガンに最低 0.32 MPa (3.2 bar、
45 psi) 供給するように設定し、完全なスプ
レー電圧を確保します。

TableTableTable 666 圧圧圧力力力低低低下下下

メメメーーートトトルルル (((フフフィィィーーー
トトト))) 単単単位位位でででのののエエエ
アアアホホホーーースススののの長長長さささ

(((直直直径径径 888 mmmmmm [5/16[5/16[5/16 イイイ
ンンンチチチ]]] のののホホホーーーススス使使使用用用)))

MPaMPaMPa (bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)
でででのののエエエアアアレレレギギギュュュ
レレレーーータタターーー設設設定定定[[[ガガガンンン
トトトリリリガガガーーー状状状態態態]]]

15 (4.6) 55 (0.38, 3.8)

25 (7.6) 65 (0.45, 4.5)

50 (15.3) 80 (0.56, 5.6)

Note

低圧で塗料を噴霧化するには、
HVLPエアキャップは多量の空気を
必要とします。70 psi 以上のガンエ
アレギュレーター静的圧力の設定
が、一般的に必要とされます。必要
なガンのエア圧力を得るには、短
めの長さのエアホースまたは大き
めの直径のエアホースを使用して
ください。ホース, page 97の接地
済みエアホースを参照ください。

e. ES インジケータ (K) が点灯していることを
確認します。スマートガンでは、Hz イン
ジケータです。
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TableTableTable 777 LEDLEDLED イイインンンジジジケケケーーータタタののの色色色

イイインンンジジジ
ケケケーーータタタ
ののの色色色

説説説明明明

緑 スプレー中は、インジケータ
が緑色である必要があり、そ
れはオルタネータータービン
へのエア圧力が十分であるこ
とを示します。

黄 インジケータが 1 秒後に琥珀
色になった場合、エア圧力が
低過ぎます。インジケータが
緑になるまでエア圧力を上げ
ます。

赤 インジケータが 1 秒後に赤
色になった場合、エア圧力が
高過ぎます。インジケータが
緑になるまでエア圧力を下げ
ます。高い適用エア圧力を維
持するために、ES オン/オフ
バルブリストリクタキット
26A160 を設置します。必要
に応じて圧力を調整し、イン
ジケーターが緑のままになっ
ていることを確認してくださ
い。

f. HVLP 確認キット 25E919 を使用して、エ
アキャップ圧力が 10 psi (0.07 MPa、0.7
bar) 以下の HVLP 要件を満たしていること
を確認します。取扱説明書 3A6833 を参照
してください。必要に応じて、10 psi以下
を得るために、ファンエア調整バルブ (F)
および噴霧化エアリストリクタバルブを調
節します。

g. ES インジケータ (K) [スマートガンでは Hz
インジケータ] が緑に点灯していることを
確認してください。

5. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 18～
23 に進みます。

丸丸丸型型型スススプププレレレーーーガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ
手手手順順順

丸型スプレーパターンを得るには、次を実施し
ます。

1. 丸型スプレーキットを取り付けま
す。 ガンアクセサリー, page 94 の丸型スプ
レーアクセサリーを参照してください。小型部
品または移送効率の増加に対してソフトなパ
ターンを得るには、中型パターンまたは小型パ
ターンのモデルを選択してください。

2. ガンのセットアップ手順, page 20の手順1～
11に従います。

3. 液体調整バルブ (H) を反時計回りに完全に開
きます。

4. エアキャップ内のエアを調整します。

a. 噴霧化エアリストリクタバルブ (G) を反
時計回りに完全に閉じます。次に噴霧化
エアリストリクタバルブ (G) を 1 回転開
きます。

b. ファンエア調整バルブ (F) を時計回りに完
全に閉じます。
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5. ES オン-オフスイッチ (J) をオン (I) にします。

6. 引き金を引いたときに、ガンエアレギュレー
ターがガンに最低 0.32 MPa (3.2 bar、45 psi) 供
給するように設定し、完全なスプレー電圧を
確保します。

TableTableTable 888 圧圧圧力力力低低低下下下

メメメーーートトトルルル (((フフフィィィーーー
トトト))) 単単単位位位でででのののエエエ
アアアホホホーーースススののの長長長さささ

(((直直直径径径 888 mmmmmm [5/16[5/16[5/16 イイイ
ンンンチチチ]]] のののホホホーーーススス使使使用用用)))

MPaMPaMPa (bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)
でででのののエエエアアアレレレギギギュュュ

レレレーーータタターーー設設設定定定[[[ガガガンンン
トトトリリリガガガーーー状状状態態態]]]

15 (4.6) 55 (0.38, 3.8)

25 (7.6) 65 (0.45, 4.5)

50 (15.3) 80 (0.56, 5.6)

7. ES インジケータ (K) [スマートガンでは Hz イ
ンジケータ] が点灯していることを確認して
ください。

TableTableTable 999 LEDLEDLED イイインンンジジジケケケーーータタタののの色色色

イイインンンジジジ
ケケケーーータタタ
ののの色色色

説説説明明明

緑 スプレー中は、インジケータが
緑色である必要があり、それは
オルタネータータービンへのエ
ア圧力が十分であることを示し
ます。

黄 インジケータが 1 秒後に琥珀色
になった場合、エア圧力が低過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を上げます。

赤 インジケータが 1 秒後に赤色
になった場合、エア圧力が高過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を下げます。高
い適用エア圧力を維持するため
に、ES オン/オフバルブリスト
リクタキット 26A160 を設置し
ます。必要に応じて圧力を調整
し、インジケーターが緑のまま
になっていることを確認してく
ださい。

8. ガンへの給気を遮断します。ES オン-オフス
イッチ (J) をオフ (O) にします。
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9. ポンプを始動します。液体レギュレーターを調
整して所望の生産速度を確立してください。

Note

丸型スプレーエアキャップは、5 oz/min
(150 cc/min) の生産速度に対して最適
化されています。最良の丸形スプレー
結果を得るためには、生産速度は 300
cc/min (10 oz/min) 以下に制限します。

10. ガンにエアを入れます。ES オン-オフスイッチ
(J) をオン (I) にします。

11. テストパターンをスプレーします。噴霧化を確
認してください。

Note

噴霧化が微細過ぎる場合、あるいはス
プレーされるものが過剰に移動する場
合、噴霧化エアリストリクタバルブ (G)
をわずかに反時計回りに調整してエア
フローを制限します。噴霧化を改善す
るには、噴霧化エアリストリクタバ
ルブ (G) を時計回りにわずかに調整し
て、エアフローを増加させるか、また
は液体流量を減少させます。

12. パターンサイズを調整します。

• 最大のスプレーパターンを得るには、ファ
ンエア調整バルブ (F) を時計回りに完全に閉
じてください。

• 最小のスプレーパターンを得るには、ファ
ンエア調整バルブ (F) を反時計回りに完全
に開いてください。

13. テストピースをスプレーします。範囲に関して
は、境界を確認してください。塗布の状態が悪
い場合は、トラブルシューティング, page 44 を
参照してください。
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研研研磨磨磨剤剤剤ガガガンンンののの設設設定定定手手手順順順

摩耗寿命を延長させるには、日々下記の作業を
実施します。

• ガンを清掃しま
す。 毎日行うガンの洗浄, page 39 を参照して
ください。

• 電極は毎日検査して、損傷があれば交換してく
ださい。電極の交換, page 54 を参照してくださ
い。

研磨材、金属や極端な研磨材による摩耗寿命を伸
ばすには、下記を実施します。

1. 研磨材用ガンを変換するには:

• 精密高摩耗ノズルまたは高摩耗ノズルを選択
します。液体ノズル選択チャート, page 82 を
参照してください。ノズルのサイズを正確に
計り、液体圧力が 0.21 MPa, 2.1 bar (30 psi)
以下になり、流体の流れが 200 ～ 300 mm (8
～ 12 インチ) になるようにします。

• 24N632 ES オン-オフと一定液体バルブを
使用します。

2. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 1～
18 に従います。

3. ポンプを始動します。落下する前に、ガンから
の流れが 200～300 mm (8～12 インチ) になる
まで液体レギュレーターを調節します。通常、
液体圧力が 5 psi (.04 MPa、0.4 bar) 以下あるい
は 30 psi 以上 (0.21 MPa 、2.1 bar) の場合、ノ
ズルサイズの変更をお奨めします。

Note

常にフルフロー位置における液体調整
ノブによってガンを操作するか、もし
くは、24N632 ES オン-オフおよび一定
液体バルブを取り付けます。必ず外部
液体レギュレーターを使用してくださ
い。液体圧力を設定する場合、液体調
整ノブを使用しないでください。

4. ガンにエアを入れます。ES オン-オフスイッチ
(J) をオン (I) にします。

5. テストパターンをスプレーします。噴霧化を確
認してください。最低圧力で過度の噴霧化が生
じた場合、噴霧化エアリストリクタバルブを調
整します。噴霧化が不十分な場合、エア圧力を
上げるか、液体流量を下げます。

Note

最低限の噴霧化エア圧力を使用して、
電極ワイヤーの摩耗寿命を伸ばしま
す。ガンインレットエア圧力を下げる
か、または、用途に余裕があれば、噴
霧化エアリストリクタバルブ(G) を反
時計回りに調節して噴霧化エアを減少
させます。

6. ファンエア調整バルブを調節します。

• 最長のパターンの場合、ファンエア調整バル
ブを反時計回りに完全に開きます。

• バルブを時計回りに回してファンエアを制限
し、より短いパターンを作ります。

Note

最低限のファンエア圧力を使用して、電
極ワイヤーの摩耗寿命を伸ばします。
ガンインレットエア圧力を下げるか、
または、用途に余裕があれば、ファン
のエア調整バルブ (F) を時計回りに調
節してファンエアを減少させます。
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7. テストピースをスプレーします。範囲に関して
は、境界を確認してください。塗布の状態が悪
い場合は、トラブルシューティング, page 44.

を参照してください。

離離離型型型剤剤剤ガガガンンンのののセセセッッットトトアアアッッップププ手手手順順順

離型剤ガンを設定する場合、下記を実施します。

1. モデル L60M19 離型剤ガンは部品番号 24N748
ノズル、24N727 エアキャップ、および選択の
スプレーチップとともに提供されます。違う
サイズのスプレーチップが必要な場合
は、 スプレーチップ選択チャート (モデル
L60M19 MRG ガンのみ), page 91 の手順
に従うか、Graco 販売代理店に連絡して
ください。チップを取り付けるには、
エアキャップ、スプレーチップ、およびノズルの交換
(モデル L60M19), page 53 を参照して
ください。

2. ガンのセットアップ手順, page 20 の手順 2～
10 に従います。

3. スプレーチップ選択チャート (モデル L60M19
MRG ガンのみ), page 91 を、用途に適切なスプ
レーチップを選択するためのガイドとして使用
してください。液体出力とパターン幅は、ス
プレーチップのサイズ、液体粘度、および液
体圧力によって異なります。

4. スプレーチップタブをエアキャップの溝に合わ
せます。チップを取り付けます。

5. エアキャップと保持リングを取り付けます。エ
アキャップの方向を合わせて、保持リングを
しっかりと締めます。

6. 噴霧化エア調整バルブ (G) とファンエア調整バ
ルブ (F) を閉じます。

7. ES オン/オフスイッチがオフ (O) になっている
ことを確認してください。

8. ポンプを始動します。液体レギュレーターを
2.8 MPa (28 bar、400 psi) に設定します。
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9. テストパターンをスプレーします。パターン中
心の粒子サイズを調べます (尾は手順 21 で除去
されます)。小さな数刻みで圧力を上げます。
テストパターンをもう 1 回スプレーします。粒
子サイズを比較します。粒子サイズが一定にな
るまで、圧力を上げます。21 MPa (210 bar、
3000 psi) を超えないでください。

10. ES オン-オフスイッチをオン (I) にします。

11. ES インジケータ (K) [スマートガンでは Hz イ
ンジケータ] が点灯していることを確認してく
ださい。以下の表を参照してください。

TableTableTable 101010 LEDLEDLED イイインンンジジジケケケーーータタタののの色色色

イイインンンジジジ
ケケケーーータタタ
ののの色色色

説説説明明明

緑 スプレー中は、インジケータが
緑色である必要があり、それは
オルタネータータービンへのエ
ア圧力が十分であることを示し
ます。

黄 インジケータが 1 秒後に琥珀色
になった場合、エア圧力が低過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を上げます。

赤 インジケータが 1 秒後に赤色
になった場合、エア圧力が高過
ぎます。インジケータが緑にな
るまでエア圧力を下げます。高
い適用エア圧力を維持するため
に、ES オン/オフバルブリスト
リクタキット 26A294 を設置し
ます。必要に応じて圧力を調整
し、インジケーターが緑のまま
になっていることを確認してく
ださい。
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12. 完全なスプレー電圧を確保するために、引き金
を引いたときにガンで最低 0.32 MPa (3.2 bar、
45 psi) が供給されるように、ガンエアレギュ
レーターを設定します。以下の表を参照して
ください。

TableTableTable 111111 圧圧圧力力力低低低下下下

メメメーーートトトルルル (ft)(ft)(ft) 単単単位位位ででで
のののエエエアアアホホホーーースススののの長長長さささ
(((直直直径径径 888 mmmmmm [5/16[5/16[5/16 イイイ
ンンンチチチ]]] のののホホホーーーススス使使使用用用)))

MPaMPaMPa (bar(bar(bar、、、psi)psi)psi)
でででのののエエエアアアレレレギギギュュュ

レレレーーータタターーー設設設定定定[[[ガガガンンン
引引引ききき金金金状状状態態態]]]

15 (4.6) 52 (0.36, 3.6)

25 (7.6) 57 (0.40, 4.0)

50 (15.3) 68 (0.47, 4.7)

75 (22.9) 80 (0.56, 5.6)

100 (30.5) 90 (0.63, 6.3)

13. 尾がなくなるまで噴霧化エア調整バルブを反
時計回りに回します。

14. 希望する噴霧化状態が得られない場合は、チッ
プサイズを交換してください。チップの開口部
が小さいほど、噴霧化が細かくなります。

15. テストピースをスプレーします。範囲に関して
は、境界を確認してください。塗布の状態が悪
い場合は、トラブルシューティング, page 44 を
参照してください。

Note

ときとして幅がより狭いパターンが必要な
場合、ファンエア調整バルブをわずかに開
いてください。(過度のファンエアフロー
は、エアキャップでの塗料の蓄積を生じさ
せる可能性があります。)
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ガガガンンンののの電電電気気気接接接地地地ののの確確確認認認

メガオームメーター、部品番号241079は、危険
区域の場所での使用は承認されていません。(図
14、アイテム AA.) 火花の危険を軽減するため
に、下記の場合を除いて、電気接地の確認にメ
ガオームメーターを使用しないでください：

• ガンが危険区域の場所から取り除かれている;
• あるいは、危険区域にあるすべてのスプレー
装置は電源が切られていて、危険区域にある
換気扇が作動していて、区域内に可燃性の蒸
気 (開いている状態の溶剤容器またはスプレー
からの蒸気) がない。

この警告を守ることができない場合、火災、爆
発と感電を起こし、重傷や物的損害を招くこと
があります。

ガンが適切に接地されていることを確認するため
のアクセサリーとして、Graco 部品番号 241079 メ
ガオームメーターを入手できます。

1. 有資格の電気技師にスプレーガンとエアホース
の電気接地の導通を確認させてください。

2. ES オン-オフスイッチをオフ (O) にします。

3. ガンへの給気装置と液体供給装置をオフにし
ます。 圧力開放手順, page 36 に従ってくだ
さい。液体ホースは、その中に液体があって
はならない。

4. 液体ホースの接続を外します。
5. 赤のアース付エアホース（HG）が接続されて

いて、ホースの接地線が大地アースに接続され
ていることを確認してください。

6. ガンハンドル (BB) と大地アース (CC) 間の抵抗
を測定します。抵抗は 100 オームを超えない
ようにする必要があります。

Figure 14 ガンの電気接地の確認
7. 抵抗が 100 オームを超える場合、接地接続の締

まり具合をチェックし、エアホースの接地線
が大地アースに接続されていることを確認し
てください。抵抗がまだ高すぎる場合、エア
ホースを交換します。

装装装置置置使使使用用用前前前ののの洗洗洗浄浄浄

装置は、工場において液体を使用したテストが行
われています。液体が汚染されるのを防ぐため、
装置の使用前に適合溶剤で装置を洗浄してくださ
い。洗浄, page 38 の手順に従います。

3A8684A 35



操作

操操操作作作

圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧
状態が続きます。圧力のかかった流体のために
重大なけがをすること、たとえば目や皮膚への
飛散が生じることを避けるため、スプレー停止
後、および装置を清掃、点検、整備する前に、
圧力開放を行ってください。

1. ES オン/オフスイッチをオフ (O) にします。

2. 液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従ってください。

3. 液体供給元およびガンへのエアブリードバルブ
を締めます。

4. 接地された金属製廃棄容器にガンを向けて引き
金を引き、液体圧力を開放します。

5. 液体供給ユニットの説明書に指示されている通
りに、液体供給ユニットの液体圧力を開放し
てください。

液液液体体体ののの電電電圧圧圧放放放電電電おおおよよよびびび接接接地地地ののの手手手順順順

液体供給は電圧が放電されるまで、高電圧を帯電
しています。電圧絶縁システムの帯電しているコ
ンポーネント、またはスプレーガンの電極に接触
すると、感電します。感電を避けるために、液液液体体体
ののの電電電圧圧圧放放放電電電おおおよよよびびび接接接地地地手手手順順順に従ってください。

• 電圧を放電するように指示があるとき
• システム装置の清掃、洗浄、サービスを行う前
• ガンの正面に近づく前
• 絶縁液体供給装置の絶縁エンクロージャーを
開ける前

1. ES オン / オフバルブをオフにして 30 秒待ちま
す。

2. 液体供給の排出と接地については、絶縁システ
ムの説明書の指示に従ってください。
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スススタタターーートトトアアアッッップププ

ガンのセットアップ手順, page 20 のすべての手順
に従います。

安全で効率的な操作のため、システムの操作を
開始する前に、次のリストを毎日チェックしてく
ださい。

⃞ すべてのオペレーターが本説明書に指示され
ている通りに、静電水媒介エアスプレーシス
テムを安全に操作するための適切なトレーニ
ングを受けている。

⃞ すべてのオペレーターは
圧力開放手順, page 36 のトレーニングを受
けている。

⃞ いかなる人物が絶縁エンクロー
ジャに入る前、清掃前、および
メンテナンスや修理の実行前は、
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従って静電がオフ状態でシステム電圧が放
電済み。

⃞ ガンに付属している警告サインは、全てのオ
ペレーターがはっきり見て読めるように、ス
プレーエリアに取り付けられている。

⃞ スプレーエリアに入るオペレーターと人員が
接地状態になるように、システムは確実に接
地されている。 接地, page 18 を参照してく
ださい。

⃞ Graco 水媒介液体ホースに PTFE 層に切り傷
や摩耗がなく、良好な状態である。損傷して
いる場合はホースを交換してください。

⃞ ガンの電気構成部品の状態は、
電気的テスト, page 42 の指示に従っ
てチェック済みである。

⃞ 換気ファンは適切に動作している。
⃞ 作業場のハンガーは清潔で接地されている。
⃞ 可燃性の液体やボロ巾を含むすべての異物が

スプレーする場所から取り除かれている。
⃞ スプレーブース内のすべての可燃性液体は認

可され、接地され容器に入れられている。

⃞ スプレーエリア内の全ての導電性の物体は、
電気的に接地されている。スプレーエリアの
床は、導電性で接地されている。

⃞ 使用される液体は以下の燃焼性の要件を満た
す必要があります。

• FMFMFM、、、FMcFMcFMc承承承認認認済済済みみみ:::
液体混合物の継続燃焼の標準テスト方法で
ある ASTM D4206 に従ってますので、この
材料は継続的に燃焼しません。

• CECECE---ENENEN 500595005950059 準準準拠拠拠:::
材料は、EN 50059:2018で定義されている
ように、発火しないものとして分類され
ます 。
詳細について
は、コーティング材の着火性, page 99 を参
照してください。

シシシャャャッッットトトダダダウウウンンン

皮膚への噴射による怪我の危険性を減少させる
ために、圧力を開放するように指示されるたび
に、圧力開放手順, page 36 に従ってください。

1. システム電圧を放電させます。
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 を
参照してください。

2. ガンの洗浄します。 洗浄, page 38 を参照し
てください。

3. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。
4. 塗料ノズルが下向きの状態で、ガンをフック

から吊るします。
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メメメンンンテテテナナナンンンススス

皮膚への噴射による怪我の危険性を減少させる
ために、圧力を開放するように指示された場
合、その都度 圧力開放手順, page 36 に従って
ください。

日日日ごごごとととののの手手手入入入れれれとととクククリリリーーーニニニンンングググののの
チチチェェェッッックククリリリススストトト

毎日の装置の使用を終えたら、以下のリストを
チェックしてください。

⃞ ガンを洗浄します。 洗浄, page 38 を参照
してください。

⃞ 液体およびエアラインフィルターを清掃
します。

⃞ ガンの外側を清掃しま
す。 毎日行うガンの洗浄, page 39 を参照
してください。

⃞ エアキャップおよび液体ノズルは、一
日に最低 1 回は清掃してください。
用途によってはより頻繁に清掃する必
要があります。スプレーチップやエア
キャップに損傷が見られたら、交換しま
す。 毎日行うガンの洗浄, page 39 を参照
してください。

⃞ 電極をチェックし、破損や損傷が見られた場
合には交換します。電極の交換, page 54 を
参照してください。

⃞ ガンと液体ホースから液体が漏れていない
かチェックします。必要に応じて取り付け金
具を締めるか、または器材を交換します。

⃞ 電気接地の確認
ガンの電気接地の確認, page 35 を参照し
てください。

洗洗洗浄浄浄

• 液体を変更する前、装置内で液体が凝固する前、
1 日の作業終了時、保管前、および装置の修理
前に洗浄します。

• できるだけ低い圧力で洗浄してください。コネ
クタからの漏れをチェックし、必要に応じて締
めます。

火災および爆発を避けるために、器具および廃
液缶は必ず接地してください。静電スパークや
飛沫による怪我を避けるため、必ずできるだけ
低い圧力で洗浄してください…

火災、爆発、または感電の危険性を減少させる
には、ガンの洗浄前に ES オン-オフスイッチ
をオフ (O) にします。

洗浄前、液体の電圧放電および接地の手順, page
36 に従ってください。

以下の燃焼性の要件を満たす流体でのみ、ガン
を洗浄、パージ、または清掃してください。

• FMFMFM、、、FMcFMcFMc承承承認認認済済済みみみ:::
液体混合物の継続燃焼の標準テスト方法であ
る ASTM D4206 に従ってますので、この材料
は継続的に燃焼しません。

• CECECE---ENENEN 500595005950059 準準準拠拠拠:::
材料は、EN 50059:2018で定義されているよう
に、発火しないものとして分類されます。
詳細について
は、 コーティング材の着火性, page 99 を
参照してください。

注注注
塩化メチレンはナイロン製のコンポーネントを
損傷させるため、このガンでは洗浄溶剤または
清掃溶剤として使用しないでください。
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1. ES オン-オフスイッチをオフ (O) にします。
電圧が徐々に減ってなくなるように、30 秒待
機します。

2. システム電圧を放電させます。
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従ってください。

3. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。

4. 液体を溶剤と入れ換えます。

Note

モデル L60M19 離型剤ガンで
は、洗浄前にスプレーチッ
プを取り外してください。
エアキャップ、スプレーチップ、およびノズルの交換
(モデル L60M19), page 53 を参
照してください。

5. 接地された金属ペール缶の中にガンを向けま
す。ガンからきれいな溶剤が流れ出るまで洗
浄します。

6. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。

7. 再びスプレーする準備ができるまで、洗浄液を
システム内に残します。

8. 塗料ノズルが下向きの状態で、ガンをフック
から吊るします。

9. システムを再び静電的に使用する前に、可燃性
蒸気がないことを確認してください。

毎毎毎日日日行行行うううガガガンンンののの洗洗洗浄浄浄

注注注
• すべての部品を適合溶剤で清掃します。導電
性の溶剤を使用すると、ガンを誤作動させる
ことがあります。

• エア経路内の液体は、ガンの誤動作の原因と
なり、電流を流して、静電効果を弱めることが
あります。電源キャビティ内の流体は、ター
ビンの寿命を短くすることがあります。ガン
の清掃は、可能な場合は常に下を向けて行っ
てください。液体をガンのエア経路に入れる
清掃方法は避けてください。

1. ES オン-オフスイッチをオフ (O) にします。

2. ガンを洗浄します。 洗浄, page 38 を参照し
てください。

3. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。
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4. 洗浄, page 38 の規定通りに、ガンの外側を
不燃性溶剤で清掃します。柔らかい布を使用
します。ガンを下に向けて、溶剤がガンの通
路に入り込むことを防ぎます。ガンを液体に
浸さないでください。

5. エアキャップを取り外します。

6. 柔らかいブラシと不燃性溶剤でエアキャップ、
保持リング、およびノズルを清掃します。

7. 必要に応じて、ようじまたは他の柔らかい工具
を使用して、エアキャップホールを清掃しま
す。金属製の工具は使用しないでください。

8. エアキャップを再び取り付けます。しっかり
と締めます。
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毎毎毎日日日のののシシシススステテテムムムののの手手手入入入れれれ

1. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。
2. 液体とエアフィルターを清掃します。
3. 液体漏れを調べてください。すべての取り付け

金具を締めます。

4. ワークピースハンガーを清掃します。非放電工
具を使用してください。

5. 引き金とバルブの動作を確認してください。必
要に応じて潤滑します。

6. ガンの電気接地の確認, page 35.
7. 塗料ノズルが下向きの状態で、ガンをフック

から吊るします。
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電電電気気気的的的テテテススストトト
ガン内部の電気部品は、性能と安全に影響します。
電源とガン本体、および構成部品間の電気的導通の
状態をテストするには、以下の手順を使用します。

メガオーム計部品番号 241079 (AA) と 500 V の印
加電圧を使用します。リード線を示されている通
りに接続します。

メガオームメーター、部品番号241079は、危険
区域の場所での使用は承認されていません。(図
15、アイテム AA.) 火花の危険を軽減するため
に、下記の場合を除いて、電気接地の確認にメ
ガオームメーターを使用しないでください：

• ガンが危険区域の場所から取り除かれている;
• あるいは、危険区域にあるすべてのスプレー
装置は電源が切られていて、危険区域にある
換気扇が作動していて、区域内に可燃性の蒸
気 (開いている状態の溶剤容器またはスプレー
からの蒸気) がない。

この警告を守ることができない場合、火災、爆
発と感電を起こし、重傷や物的損害を招くこと
があります。

ガガガンンン電電電気気気抵抵抵抗抗抗のののテテテススストトト
1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従ってく

ださい。
2. ガンをトリガーして、電極ニードルチッ

プ (3) とエアスイベル (21) 間の抵抗を測
定します。抵抗は 104-150 メガオームで
ある必要があります (モデル L60M19 では
90-120 メガオーム)。この範囲外にある場
合は、 電源の抵抗のテスト, page 42 に
移動します。範囲内の場合、
電圧損失のトラブルシューティング, page 44 を
参照して、性能低下の他の原因を調べてくだ
さい。または、Graco 販売代理店までお問い
合わせください。

Figure 15 ガン電気抵抗のテスト

電電電源源源ののの抵抵抵抗抗抗のののテテテススストトト
1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従ってく

ださい。
2. 電源 (11) を取り外しま

す。電源の取り外しと交換, page 59 の手順に
従います。

3. タービンオルタネーター (15) を電源から取り
外します。

4. 電源の接地ストリップ (EE) とスプリング (11a)
間の抵抗を測定します。抵抗は 90～115 メガ
オームである必要があります。この範囲外の場
合、電源を交換します。範囲内にある場合は、
電極の抵抗のテスト, page 43 に移動します。
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5. 電源を再び取り付ける前に、スプリング (11a)
が所定場所にあることを確認してください。

Figure 16 電源の抵抗のテスト

電電電極極極ののの抵抵抵抗抗抗のののテテテススストトト

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従ってく
ださい。

2. (電源テストのために取り去られた) ガンバレル
に導電性ロッド (FF) を挿入し、バレルの前面
にある金属コンタクト (DD) に当てます。

3. 導電性ロッド (FF) と電極 (3) 間の抵抗を測定
します。抵抗は 10～30 メガオームである必要
があります (モデル L60M19 では 5 メガオー
ム未満)。

4. 範囲内にある場合は、低性能のその
他の想定しうる原因を調べるために、
電気系統のトラブルシューティング, page 49 を
参照するか、Graco 販売代理店に連絡してく
ださい。

5. 電極 (3)を取り外します。電極の交換, page 54を
参照してください。コンタクト (HH) と電極線
(GG) 間の抵抗を測定します。抵抗は 10-30 メ
ガオームである必要があります。範囲外の場合
は、電極を交換します。

6. バレル内の金属製コンタクトリング (DD)、ノ
ズルコンタクトリング (4a)、および電極コン
タクト (HH) がきれいで無傷であることを確
認してください。

Figure 17 電極の抵抗のテスト

Figure 18 電極

Figure 19 ノズル導電性 O リング
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トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

本装置の整備では、適切に作業を実施しないと感
電またはその他の重大な人身事故を引き起こす可
能性のある部品を操作する必要があります。訓
練を受けて適切な資格を持っていない場合、本
装置の取り付けと整備は行わないでください。

システムのチェックまたは整備を始める前、ま
たは電圧を放電するように指示された場合、
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従ってください。

皮膚への噴射による怪我の危険性を減少させる
ために、圧力を開放するように指示された場
合、その都度 圧力開放手順, page 36 に従って
ください。

ガンを分解する前に、トラブルシューティング
チャートに記されている、可能なすべての解決策
を確認してください。

電電電圧圧圧損損損失失失のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

水性ガンを使用したシステムの通常のスプレー電
圧は、45～55 kVです。スプレー電流需要および
電圧絶縁システム損失が原因となりシステム電圧
はより低くなります。

すべてのシステムコンポーネントは導電性の水媒
介液体を通して電気的に接続されているため、ス

プレー電圧の損失はスプレーガン、液体ホース、
または電圧絶縁システムが原因で生じる可能性が
あります

電圧絶縁システム自体のトラブルシューティン
グまたはサービスを行う前に、システムのどのコ
ンポーネントが原因となっている可能性が高いか
を判断する必要があります。可能な原因には以下
のものが含まれます。

スススプププレレレーーーガガガンンン

• 流体の漏出
• 液体用ホースの接続部または液体パッキンでの
誘電破壊

• オルタネータータービンのエア圧力が不十分
• 電源の故障
• ガン表面に過度なオーバースプレー
• エア通路に流体が入り込んだ

水水水媒媒媒介介介液液液体体体ホホホーーーススス

• ホースの絶縁破損 (PTFE 層にピンホール漏洩)
• ガンと絶縁液体供給装置間の液柱にエアギャッ
プがあり、絶縁システムの電圧計で低電圧の測
定値を発生させている。

電電電圧圧圧絶絶絶縁縁縁シシシススステテテムムム

• 流体の漏出
• 内部が汚れている
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目目目視視視チチチェェェッッッククク

まず、システムに目に見える故障やエラーがあるか
点検し、スプレーガン、液体ホース、電圧絶縁シス
テムのどれに故障がありそうかを選び出します。
電圧プローブおよびメーター、部品番号 245277 は
電圧の問題を診断するのに役立ち、後に続く一部
のトラブルシューティングテストに必要です。

1. すべてのエアチューブと液体チューブとホース
が適切に接続されていることを確認します。

2. 電圧絶縁システムバルブとコントロールが操
作できるよう適切に設定されていることを確
認します。

3. 絶縁エンクロージャの内部がきれいであること
を確認してください。

4. スプレーガンと電圧絶縁システムに十分なエア
圧力があることを確認してください。

5. ES ON/OFF バルブがオンの位置にあるこ
と、およびガンの ES インジケータライト
が点灯していることを確認してください。
ES インジケータライトが点灯してない場
合、スプレーガンを整備のために取り外し、
電気的テスト, page 42 を完了させてください。

6. 電圧絶縁システムのエンクロージャードアが
閉じていること、および安全インターロック
がかかっていて適切に機能していることを確
認します。

7. 電圧絶縁システムが液体電圧を接地から絶縁す
る「絶縁」モードになっていることを確認し
てください。

8. 液柱内でのエアギャップを除去するために、電
圧絶縁システムとスプレーガン間のエアを除去
するのに十分な液体をスプレーします。液体
ホース内のエアギャップはスプレーガンと絶縁
液体供給装置間の導通を途切れさせ、絶縁液体
供給装置に接続されている電圧計で低電圧の測
定値を生じさせる可能性があります。

9. 蓄積したオーバースプレーに関しては、スプ
レーガンカバーとバレルを点検してください。
過度のオーバースプレーは接地されているガン
ハンドルに戻る導電性の経路を生じさせる可能
性があります。新しいガンカバーを取り付け
てガンの外部を清掃します。

10. 目に見える液体の漏れがないかシステム全体を
点検し、液体の漏れがあった場合には修理しま
す。次の場所に特に注意してください。

• スプレーガンのパッキンエリア。
• 液体ホース: 外側カバーに漏れまたは何らか
の膨張があるかを確認してください。これは
内部での漏れを示す場合があります。

• 内部の電圧絶縁システムの構成部品

テテテススストトト

それでも電圧が戻らない場合には、スプレーガ
ンとホースを電圧絶縁システムから分離し、次の
テストでガンとホースだけで電圧が保持されるか
どうかを確認します。

1. システムを水で洗浄し、ラインに水を満たし
たままにします。

2. システム電圧を放電させます
( 液体の電圧放電および接地の手順, page 36を
参照)。

3. 圧力開放手順, page 36 に従ってください。
4. 電圧絶縁システムから流体用ホースの接続を

外します。

流体用ホースから水が漏れると、液柱からガン
の電極までに有意なエアギャップが発生する
可能性があり、それにより導電路が途切れて
障害の場所が隠れる恐れがあるので、それを
防いでください。

5. ホースの端は、接地された表面から可能な限り
離れた場所に配置してください。ホースの端は
接地されているすべての物体から少なくとも
0.3 m (1 フィート) 離す必要があります。誰も
ホースの 0.9 m (3 フィート) 以内に近寄らない
ようにしてください。

6. ES ON/OFF バルブを ON にして、ガンへの液
体をオンにせずに、エアをオンにするのに十分
な程度にガンをトリガーします。ガンの電極で
の電圧を電圧プローブと電圧計で測定します。

7. 30 秒待機してから接地ロッドでガンの電極に
接触することで、システム電圧を放電します。

8. メーターの測定値を確認します。

• メーターの測定値が 45 ～ 55 kV である場
合、ガンと液体ホースは大丈夫で、問題は電
圧絶縁システムにあります。

• メーターの測定値が 45 kV 未満の場合、問題
はガンまたは液体ホースにあります。

9. 十分なエアを液体ホースとガンに送り込んで、
流体通路を乾かします。

10. ES オン/オフバルブをオンにして、ガンの引き
金を引きます。ガンの電極での電圧を電圧プ
ローブと電圧計で測定します。

• メーターの測定値が 45-55 kV である場合、
ガンの電源は大丈夫で、恐らく液体ホースま
たはガンのどこかで誘電破壊が発生していま
す。手順 11 で続行してください。

• メーターの測定値が 45 kV 未満の場合、
電気的テスト, page 42 を実行してガンと電
源の抵抗を確認してください。それらのテス
トによりガンと電源が大丈夫である場合、手
順 11 で続行します。
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11. 誘電破壊の可能性が高いのは、以下の 3 箇所
のいずれかです。故障している構成部品を修
理または交換してください。

a. 液体ホース:

• 外側カバーに漏れまたは何らかの膨張
があるかどうかを確認してください。
PTFE 層を通じてピンホール漏洩が存在
している可能性があります。ガンから液
体ホースの接続を外し、液体チューブの
PTFE 部分の外側に汚染液体がしみ出て
いないか探します。

• 電圧絶縁システムに接続されているホー
スの端を点検します。引っかき傷または
切り傷を探します。

• ホースが適切に分解されて
いることを確認してください
( 水媒介液体ホースの接続, page 16を参
照)。ホースを再び分解するか、交換し
ます。

b. 流体パッキン:

パッキンアセンブリをガンから取り外し
(液体パッキンロッドの取り外し, page 55を
参照)、液体の漏洩の兆候、または何らかの
黒ずんだ場所を探します。これはパッキン
グロッドを沿ってアーク放電が発生してい
ることを示します。

c. スプレーガンへの液体ホースの接続部:

液体ホース接続継ぎ手での絶縁破壊は、
ホースの端にある O リングシールを通り
越して漏れている液体によって発生しま
す。ガン接続部でホースを取り外し、PTFE
チューブに沿って液体がしみ出ていないか
探します。

12. ガンを再び組み立てる前に、ガンの液体イン
レットチューブを清掃して乾かします。液体
パッキンロッドの内側スペーサーに誘電体グ
リースを再び詰めて、ガンを再び組み立てま
す。

13. 流体用ホースを再び接続します。
14. ガンを流体で満たす前に、ガン電圧を電圧プ

ローブと電圧計を使用して確認してください。
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スススプププレレレーーーパパパタタターーーンンンのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

ガンを分解する前に、トラブルシューティング
チャートに記されている、可能なすべての解決策
を確認してください。

スプレーパターンの問題のあるものは、エアと流
体のバランスが不適切なために生じます。

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

液体が入っていない。 供給源を補充します。

ノズル/シートが緩まっている、
汚れている、または損傷してい
る。

ノズルを清掃または交換しま
す。 毎日行うガンの洗浄,
page 39または
エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52 を参照してください。

スプレーのフラッタリングまた
は飛び散り

液体供給装置にエアが入ってい
る。

液体供給源を点検します。液体
を補充します。

不適切なスプレーパターン 損傷した、または汚れたノズル
かエアキャップ

清掃または交換します。
エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52 を参照してください。

エアキャップまたはノズルでの
液体の蓄積。

清掃してください。
毎日行うガンの洗浄, page 39 を
参照してください。

ファンエア圧力が高過ぎる。 下げてください。

液体の濃度が濃過ぎる。 粘度を上げます。

液体圧力が低過ぎる。 液体圧力を上げます。

ファンのエア圧力が低過ぎる。 液体圧力を上げます。

液体の濃度が濃過ぎる。 粘度を下げてください。

液体が多すぎる。 流量を下げます。

50% のオーバーラップが適用さ
れなかった。

ストロークを 50% オーバーラッ
プさせます。

筋が付く。

エアキャップが汚れているか、
損傷している。

エアキャップを清掃す
るか、または交換しま
す。 毎日行うガンの洗浄,
page 39または
エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52を参照してください。
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ガガガンンン動動動作作作のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

噴霧化エア圧力が高過ぎる。 リストリクタバルブを途中まで
閉めるか、可能な限り最低のエ
ア圧力に下げます; フル電圧に
は、最低 0.32 MPa (3.2 bar、45
psi) が必要です。

スプレーの霧が多過ぎる。

液体が薄過ぎるか、液体流量が
低過ぎる。

粘度を増加させるか、液体流量
を増加させます。

噴霧化エア圧力が低過ぎる。 噴霧化エアバルブをさらに開く
か、またはガンエア入口圧力を
下げます; 最低エア圧力を使用す
る必要があります。

液体が適切に混合またはろ過さ
れていない。

液体を再び混合またはろ過しま
す。

“ゆず肌”仕上

液体の濃度が濃過ぎる。 粘度を下げてください。

液体パッキングエリアから液体
が漏れている。

パッキンまたはロッドが摩耗し
ている。

パッキンを交換します。
パッキンロッドの修理, page 56を
参照してください。

ガンの前部からエアが漏れてい
る。

エアバルブが適切に収まってい
ない。

エアバルブを交換しま
す。エアバルブの修理, page 67を
参照してください。

電極が摩耗している。 ボードを交換しま
す。電極の交換, page 54 を参照
してください。

液体ノズルシート部の摩耗。 ノズルを交換します。
エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52 を参照してください。

液体ノズルがゆるんでいる。 締めます。

ガンの前方から液体が漏れてい
る。

ノズルの O リングが損傷してい
る。

O リングを交換します。
エアキャップと液体ノズルの交換,
page 52 を参照してください。

液体の残量が少なくなっている。 必要に応じて液体を追加します。

液体ノズルが汚れているか詰まっ
ている。

清掃してください。
毎日行うガンの洗浄, page 39 を
参照してください。

ガンがスプレーしません。

閉じた、または損傷した液体調
整バルブ

バルブを開けるか、 ES
オン-オフと液体調整バルブの修理,
page 65 を参照してください。

エアキャップが汚れている。 エアキャップと液体ノズルの位
置が合っていない。

エアキャップと液体ノズルシー
トから溜まった液体を清掃しま
す。 毎日行うガンの洗浄, page
39 を参照してください。

接地不良 接地, page 18 を参照してくださ
い。

余分な塗料がオペレーターに付
着する。

ガンから部品までの距離が不適
切である。

200-300 mm (8 ～ 12 インチ) に
する必要があります。
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電電電気気気系系系統統統のののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

ES オン-オフスイッチがオフ (O)
にされていない。

オフ (O) にします。

電圧が放電されるまで十分に待
たなかった。

接地ロッドで電極に接触する前
に、より長く待ちます。ブリー
ド抵抗に障害が発生したかを点
検します。

液体ライン内のエアポケットに
より、ガン付近の液体が絶縁さ
れたままになっている。

原因を特定し、それを修正しま
す。液体ラインからエアを抜き
ます。

液体の電圧放電および接地の手順,
page 36 の後に、ガンに電圧が
未だ存在する。

電圧絶縁システムに障害が発生
した。

電圧絶縁システムの整備を行い
ます。

ES オン/オフスイッチがオフ (O)
になっている。

オン (I) にします。

ガンのエア圧力が低過ぎる (ES
インジケータが琥珀色)。

ガンへの; エア圧力を点検しま
す。完全な電圧を得るには、ガ
ンに最低 0.32 MPa (3.2 bar、45
psi) が必要です。

噴霧化エア圧力が高過ぎる。 下げてください。

液体圧力が高過ぎる。 下げてください。

ガンから部品までの距離が不適
切である。

200-300 mm (8 ～ 12 インチ) に
する必要があります。

部品の接地が不十分である。 抵抗は 1 メガオーム以下である
必要があります。ワークピース
ハンガーを清掃します。

ガン抵抗が正しくない。 ガン電気抵抗のテスト, page 42を
参照してください。

パッキン (2c) からの液体の漏れ
が短絡を生じさせている。

パッキンロッドの空洞を清掃す
るか、パッキンロッドを交換しま
す。パッキンロッドの修理, page
56 を参照してください。

不良のオルタネーター。 オルタネーターの取り外しと交換,
page 61 を参照してください。

ES HI/LO スイッチが LO (Smart
ガンのみ)

スイッチの作動を確認してくだ
さい; 必要に応じて交換します。

塗布の状態が悪い。

絶縁エンクロージャ内のこぼれ
た塗料、乾燥した塗料、または
他の汚染物質が短絡回路を生じ
させている。

エンクロージャの内部を清掃し
ます。

ES オン/オフスイッチがオフ (O)
になっている。

オン (I) にします。ES または Hz インジケータが点
灯していない。

電源が供給されていない。 電源、オルタネーター、
およびオルタネーターのリ
ボンケーブルを点検します。
電源の取り外しと交換, page 59を
参照してください。
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トラブルシューティング

問問問題題題 原原原因因因 解解解決決決策策策

オペレーターが接地されていな
いか、または接地されていない
物体の近くにいる。

接地, page 18 を参照してくださ
い。

オペレーターが軽く感電した。

ガンが接地されていない。 ガンの電気接地の確認, page 35お
よび
ガン電気抵抗のテスト, page 42を
参照してください。

オペレーターがワークピースか
ら感電した。

ワークピースが接地されていな
い。

抵抗は 1 メガオーム以下である
必要があります。ワークピース
ハンガーを清掃します。

ガンがスプレーされている部品
に近づき過ぎ。

ガンは部品から 200-300 mm
(8-12 インチ) 離れている必要が
ある。

電圧/電流ディスプレイが赤のま
ま (スマートガンのみ)。

ガンが汚れている。 毎日行うガンの洗浄, page 39 を
参照してください。

ES または Hz インジケータが琥
珀色。

オルタネーター速度が低過ぎる。 インジケータが緑になるまでエ
ア圧力を上げます。過度の噴霧
化を避けるには、噴霧化エアリ
ストリクタバルブを使用して、
エアキャップへの噴霧化エアを
減少させます。

ES または Hz インジケータが赤
色。

オルタネーター速度が高過ぎる。 インジケータが緑になるまでエ
ア圧力を下げます。

エラーディスプレイが表示され、
Hz インジケータが赤色 (スマー
トガンのみ)

スマートモジュールが電源との
通信を失った。

スマートモジュールと電源間の接
続が良いかを確認してください。
スマートモジュールの交換, page
67 および電源の取り外しと交換,
page 59 を参照してください。
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修修修理理理

ガガガンンン整整整備備備ののの準準準備備備

本装置の取り付けと整備では、適切に作業を実施
しないと感電またはその他の重大な人身事故を引
き起こす可能性のある部品を操作する必要があ
ります。訓練を受けて適切な資格を持っていな
い場合、本装置の設置とサービスは行わないで
ください。火災、爆発、感電の危険性を減らす
ために、ガンを洗浄する前に以下を行います。

• システムを洗浄、点検、または整
備する前、および電圧を放電させる
ように指示された場合、その都度
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従い、ES オン-オフスイッチをオフ (O) にし
ます。

• モデル, page 3 で定義されている通りに、不燃
性の液体ですべての部品を清掃します。

• ガン操作中、または
液体の電圧放電および接地の手順, page 36 を
実行するまでは、ガンのノズルを触ったり、ノ
ズルから 102 mm（4 インチ）以内に近づいた
りしないでください。

怪我のリスクを減少するために、システムのい
かなるパーツをチェックするか点検する前、そ
して圧力を除去するよう指示されたときはいつ
でも、圧力開放手順に従って下さい。

• ガンを分解する前
に、 トラブルシューティング, page 44 に記さ

れている、可能なすべての解決策を確認して
ください。

• プラスチック部品への損傷を防ぐために、あごの
部分にパッドの付いた万力を使用してください。

• 誘電体グリース (44) でパッキンロッド部品 (2)
と本文で指定されている特定の液体取り付け金
具を潤滑します。

• 非シリコーングリースで O リングとシールを軽
く潤滑します。部品番号 111265 潤滑剤を注文し
てください。過度に潤滑しないでください。

• Graco 純正部品のみを使用してください。他の
Pro ガンモデルからの部品を混ぜたり、使用した
りしないでください。

• エアシール修理キット 24N789 が入手可能です。
キットは別途購入する必要があります。キット
の部品には、たとえば (6a*) のように、アスタリ
スクのマークが付いています。

• 液体シール修理キット 24N790 が入手可能です。
キットは別途購入する必要があります。キット
部品は記号で、たとえば (2a‡) のようにマークさ
れています。

1. 液体の電圧放電および接地の手順, page 36 に
従ってください。

2. ガンを洗浄します。 洗浄, page 38 の手順に
従います。

3. エアを吹かして液体ラインを乾かします。
4. 圧力解放を実行しま

す。圧力開放手順, page 36 に従ってください。
5. 絶縁システムに位置するガンのエアラインと液

体ラインの接続を外します。
6. ガンを作業場から取り外します。修理場所は

清潔にしてください。
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修理

エエエアアアキキキャャャッッップププととと液液液体体体ノノノズズズルルルののの交交交換換換

注注注
ガンから排液し、ガンに残った塗料や溶剤がエ
アパッセージに入るのを防ぐため、ノズルを外
す際、ガンの引き金を引いてください。

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. 保持リング (6) とエアキャップ (5) を取り外

します。
3. マルチツール (41) で、液体ノズル (4) アセンブ

リを取り外す間にガンの引き金を引きます。

ノズルコンタクトリング (4a) は、シール O
リングではなく、導電性コンタクトリングで
す。スパークあるいは電気ショックのリスク
を減少するために、ノズルコンタクトリング
(4a) は交換時を除いて絶対に取り外さないで
ください。コンタクトリングが所定位置にな
い状態でガンを操作しないでください。コン
タクトリングは純正の Graco 部品以外のもの
と取り替えないでください。

Note

小さい Oリング (4b) には非シリコーン
グリース、部品番号 111265 を使用し
ます。過度に潤滑しないでください。
導電性コンタクトリング (4a) を潤滑
しないでください。過度のグリースが
塗られていると、塗料と混ざり、ワー
クピース上の仕上がりを損なうことが
あります。

4. 導電性コンタクトリング (4a) と小さな O リン
グ (4b) がノズル (4) の所定場所にあることを
確認してください。小さな O リング (4b) を
軽く潤滑します。

Note

導電性コンタクトリング (4a) は、バレ
ルピンとの接点で摩耗が見られる場合
があります。これは正常であり、交換
を必要としません。

5. 電極ニードル (3) が手で締まっていることを確
認してください。

6. マルチツール (41) で液体ノズル (4) を取り付け
ている間に、ガンの引き金を引きます。液体ノ
ズルシートがガンバレルに収まるまで締めます
(手で締めてからさらに 1/8 ～ 1/4 回転)。

7. エアキャップ (5) と保持リング (6) を取り付けま
す。Uカップ (6a*) が、リップが前面を向いた状
態であるべきところにあることを確認します。

Figure 20 エアキャップと液体ノズルの交換
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修理

エエエアアアキキキャャャッッップププ、、、スススプププレレレーーーチチチッッップププ、、、おおおよよよびびびノノノズズズルルルののの交交交換換換 (((モモモデデデルルル L60M19)L60M19)L60M19)

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. 保持リング (6) とエアキャップ/チップガードア

センブリ (5) を取り外します。

Figure 21 エアキャップの取り外し

3. エアキャップアセンブリの分解 Uカップ (6a)、
電極 (5a)、O リング (5b)、およびチップガス
ケット (10a) の状態を確認してください。損傷
した部品を交換します。

Figure 22 エアキャップアセンブリの分解

Figure 23 チップガスケット

4. ニードルノーズプライヤーを使用して、電極
(5a) をエアキャップの背面から引き出します。
エアキャップの穴に、新しい電極を通します。
電極の短い端がエアキャップの背面にある穴に
かみ合っていることを確認してください。電極
を指でしっかりと所定位置に押します。

注注注
導電性リング (4c) は、シール O リングでは
なく、導電性の金属製コンタクトリングで
す。最善の性能を得て、スプレーガンへの
潜在的な損傷を避けるために、導電性リン
グ (4c) は交換時以外に取り外さないで、導
電性リングが所定位置にない場合はガンを
絶対に操作しないでください。導電性リン
グを純正の Graco 部品以外のもので取り替
えないでください。

5. ガンをトリガーし、アジャスタブルレンチを使
用してノズル (4) を取り外します。

Figure 24 ノズルの交換

注注注
ノズル (4) を過度に締めないでください。締
めすぎるとハウジングとガンバレルを損傷さ
せ、不適正な液体の遮断が生じます。

6. O リング (4a、4b、および 9) がノズルの所定
位置にあることを確認してください。ガンを
トリガーし、ノズル (4) を取り付けます。ぴっ
たり固定されるまで締めてから、さらに 1/4
回加えます。

7. スプレーチップガスケット (10a) が所定位置に
あることを確認してください。スプレーチップ
タブの位置をエアキャップ (5) の溝と合わせて
ください。スプレーチップ (10) をエアキャッ
プに取り付けます。
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修理

8. 電極 (5a) がエアキャップに適切に取り付けら
れていることを確認してください。

9. エアキャップ O リング (5b) が所定位置にある
ことを確認してください。

10. U カップ (6a) が保持リング (6) の所定位置に取
り付けられていることを確認してください。U
カップの縁を前に向ける必要があります。

注注注
チップガードの損傷をさけるために、保持
リング (6) を締める前に、エアキャップアセ
ンブリ (5) の方向を合わせます。保持リン
グが締まっている状態でエアキャップを回
さないでください。

11. エアキャップの方向を合わせて、保持リングを
しっかりと締めます。

12. ガン電気抵抗のテスト, page 42 を参照して
ください。

電電電極極極ののの交交交換換換

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. エアキャップとノズルを取り外します。

エアキャップと液体ノズルの交換, page 52 を
参照してください。

3. マルチツール (41) で電極 (3) を取り外します。

注注注
プラスチックのネジ山の損傷を避けるため
に、電極を取り付けるときには十分に注意
してください。

4. 低強度 (紫色) のネジ山シーラントを電極とパッ
キンロッドのネジ山に塗布します。電極を手で
締めて取り付けます。締め過ぎないで下さい。

5. 液体ノズルとエアキャップを取り付けます。
エアキャップと液体ノズルの交換, page 52 を
参照してください。

注注注
機器の損傷を防ぐため、キット 26A416 の電
極針のみを使用してください。他の電極は
使用に適さず、パッキンロッドのネジ山に
適合しません。

Figure 25 電極の交換
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ニニニーーードドドルルルののの交交交換換換 (((モモモデデデルルル L60M19)L60M19)L60M19)

1. ガン整備の準備, page 51 を参照してくださ
い。

2. エアキャップとノズルを取り外します。
エアキャップ、スプレーチップ、およびノズルの交換
(モデル L60M19), page 53 を参照して
ください。

3. ニードル (3) を緩めます。
4. 低強度 (紫色) Loctite® または同等のネジ山シー

ラントをニードルとパッキングロッドネジ山に
塗布します。ニードルを指で締め付けます。締
め過ぎないで下さい。

5. 液体ノズルとエアキャップを取り付けます。
エアキャップ、スプレーチップ、およびノズルの交換
(モデル L60M19), page 53 を参照して
ください。

6. ガン電気抵抗のテスト, page 42 を参照して
ください。

Figure 26 電極の交換

液液液体体体パパパッッッキキキンンンロロロッッッドドドののの取取取りりり外外外ししし

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. エアキャップおよび液体ノズルを取り外しま

す。 エアキャップと液体ノズルの交換, page
52 を参照してください。

3. 電極を取り外します。電極の交換, page 54 を
参照してください。

4. 引き金ネジ (13) を緩めて、トリガー (12) を取
り外します。

5. マルチツール (41) を使用し、パッキンロッ
ド (2) を取り外します。スプリング (17) を取
り外します。

6. 摩耗や損傷がないかどうか、すべての部品を確
認し、必要に応じて交換します。

Figure 27 液体パッキンロッドの取り外し
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パパパッッッキキキンンンロロロッッッドドドののの修修修理理理

個別の部品あるいはアセンブリとして、パッキン
グロッドを交換することができます。

エエエアアアフフフロロローーーののの進進進みみみととと遅遅遅れれれののの調調調整整整

液体が流出する前にガンはエアを放出し始めて、
エアフローが止まる前に液体が止まります。パッ
キンロッドアセンブリは、エアの進み/遅れが適切
になるように、工場で事前調整されています。必
要な場合にのみ、以下のように調整します。

1. ナット (2k) からスプリング (17) を取り外しま
す。

2. 六角レンチを使用して、パッキンロッドの端
を固定します。両方の調整ナット (2j、2k) を
緩めて、エアフローの進み/遅れ時間を増加さ
せます。推奨される調整は 1/2 回転で、1 回転
を超えないことです。

3. ナットを互いに締めて、新しい位置に固定しま
す。
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パパパッッッキキキンンンロロロッッッドドドののの再再再組組組みみみ立立立ててて

ガンバレルの中に流体パッキンロッドを取り付け
る前に、バレルの内部の表面が清潔であることを
確認してください。残留物があれば、柔らかいブ
ラシまたは布ですべて取り除いてください。高電
圧アーキングからマークがないかバレルの内側を
確認してください。マークが存在する場合、バレ
ルを交換します。

1. パッキンナット (2f) とシール (2b‡) を液体ロッ
ド (2e) に取り付けます。パッキンナットの平
坦部は、液体ロッドの後部に面している必要が
あります。シール O リングは、パッキンナッ
トと反対方向を向いている必要があります。

2. スペーサー (2h‡) の内側の空洞を誘電体グリー
ス (44) で満たします。下記に示されている方
向で、スペーサーを液体ロッド (2e) に設置し
ます。誘電性のグリースをスペーサーの外部
に十分に塗布します。

3. 縁がロッド前部に面している状態で、液体パッ
キン (2c‡) をパッキンロッド (2e) に取り付けま
す。オス側端が液体パッキンに向いている状
態で、ニードルパッキン (2d‡) を取り付けてか
ら、ハウジング (2g) を取り付けます。

4. パッキンナット (2f) を軽く締めます。パッキ
ンナットは、ロッドに沿ってパッキンハウジ
ング (2g) アセンブリをスライドする際の牽引
力が 13.3 N (3 ポンド) あれば、適切に締まっ
ています。必要に応じてパッキンナットを締
めるか、ゆるめます。

5. ハウジング (2g) の外部に O リング (2a‡) を取
り付けます。O リングを非シリコーングリー
ス、部品番号 111265 で潤滑します。過度に潤
滑しないでください。

6. 示されている通り、ナット (2j) と対になるよう
スプリング (17) を取り付けます。

7. ガンバレルの中にパッキンロッドアセンブリ
(2) を取り付けます。マルチツール (41) を使
用して、ぴったり固定されるまでアセンブリ
を締めます。

8. 電極を取り付けます。電極の交換, page 54、
手順 4 を参照してください。

9. ノズルとエアキャップを取り付けます。
エアキャップと液体ノズルの交換, page 52 の
手順 5 ～ 7 を参照してください。

10. トリガー (12) とネジ (13) を取り付けます。

Figure 28 パッキンロッド
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バババレレレルルルののの取取取りりり外外外ししし

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. エアインレット取り付け金具 (21) を取り外し

て、ガンハンドル (16) からブラケット (104)
を取り外します。

3. 2 本のネジ (27) をゆるめます。

注注注
電源 (11) に損害を与えるのを避けるために、
ガンハンドル (16) から反対方向に真っすぐに
ガンバレル (1) を引き離します。必要に応じ
て、ガンバレルを横にゆっくり動かしてガン
ハンドルからガンバレルを解放します。

4. 片手でガンハンドル (16) を持って、真っすぐ
にハンドルからバレル (1) を引き抜きます。

Note

電源がバレルに残った場合は、バレルか
らオルタネーター/電源アセンブリを取り
外します。

Figure 29 バレルの取り外し

バババレレレルルルののの取取取りりり付付付けけけ

1. ガスケット (28*) と接地スプリング (18) が所
定位置にあることを確認してください。ガス
ケットのエア穴が適切な位置にあるかを確認し
てください。損傷している場合は、ガスケッ
トを交換します。

2. スプリング (11a) が電源 (11) の先端に設置され
ていることを確認してください。たたたっっっぷぷぷりりりと
誘電体グリース (44) を電源の先端に塗布しま
す。バレル (1) を電源の上、およびガンハンド
ル (16) に置きます。

3. バレルの 2 本のネジ (27) を交互に、そして均
等に力が加わるように締めます (きっちり締
まってからさらに 1/2 回転、または 20 イン
チ-ポンド、2 N•m)。

注注注
ガンバレルの損傷を防ぐため、ネジ (27) を
締め付けすぎることを避けてください。

4. ブラケット (104) をガンハンドル (16) の位置に
合わせて、エアインレット取り付け金具 (21)
で固定します。

5. 誘電体グリース (44) を液体ホース (101) の露出
されている内側チューブに塗布します。

6. ナット (105) がフェルールハウジング (103) で
きつく締まっていることを確認してください。

7. ガン電気抵抗のテスト, page 42 の手順に従
います。

Figure 30 バレルの取り付け
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電電電源源源ののの取取取りりり外外外しししととと交交交換換換

• 汚れや水分があるかどうか、ガンハンドル電源
の空洞を点検します。清潔な、乾いた雑巾で掃
除します。

• 溶剤にガスケット (28) をさらさないでください。

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. バレルの取り外し, page 58 の手順に従いま

す。

注注注
電源 (11) を扱う際は、損傷しないように注
意してください。

3. 手で電源 (11) をつかみます。横方向にゆっく
り動かしながら、ガンハンドル (16) から電源/
オルタネーターアセンブリを外して、それを慎
重にまっすぐに外に引き抜きます。スマートモ
デルのみでは、フレキシブル回路 (24) をハン
ドル上部にあるソケットから外します。

4. 損傷があるかどうか、電源とオルタネーターを
点検します。

5. 電源 (11) をオルタネーター (15) から分離させ
るには、3 線リボンコネクタ (PC) を電源から
外します。スマートモデルのみでは、 電源か
ら 6 ピンフレキシブル回路 (24) を外します。
オルタネーターを上にスライドさせて、電源
を消します。

6. 電源の抵抗のテスト, page 42 の手順
に従います。必要に応じて電源を交換し
ます。オルタネーターを修理するには、
オルタネーターの取り外しと交換, page 61 を
参照してください。

注注注
ケーブルへの損傷、および接地の導通が妨害
される可能性をさけるために、オルタネー
ターーの3線リボンケーブル (PC) を上方と後
方に曲げて、曲がった部分が電源に面し、コ
ネクタが上になるようにします。

7. スマートモデルのみの場合: 6 ピンフレキシブ
ル回路 (24) を電源に接続します。

8. 電源から 3 線リボンコネクタ (PC) の接続を外
します。リボンを前方で、電源の下に押し込み
ます。オルタネーター (15) を下にスライドさ
せて、電源 (11) の上にスライドさせます。

9. 電源/オルタネーターアセンブリを、ガンハン
ドル (16) に挿入します。接地ストリップ (EE)
がハンドルに接していることを確認してくだ
さい。Smart モデルでは、6 ピンフレキシブル
回路 (24) のコネクタの位置をハンドル上部の
ソケット (CS) と合わせます。電源/オルタネー
ターアセンブリをハンドル内にスライドさせる
につれ、コネクタをしっかりとソケットに押
し込みます。

Figure 31 フレキシブル回路の接続
10. ガスケット (28*)、接地スプリング (18)、

および電源スプリング (11a) が所定の場所
にあることを確認してください。損傷して
いる場合は、ガスケット(28*) を交換しま
す。バレル (1) をハンドル (16) に組み付けま
す。 バレルの取り付け, page 58 を参照して
ください。

11. ガン電気抵抗のテスト, page 42 の手順に従
います。
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Figure 32 電源装置
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オオオルルルタタタネネネーーータタターーーののの取取取りりり外外外しししととと交交交換換換

2000 時間の動作後に、オルタネーターベアリング
を交換します。部品番号 24N706 ベアリングキット
を注文します。キットに付属されている部品には
(♦) の記号が付いています。

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。

2. 電源 (11)/オルタネーターアセンブリ (15)を
取り外して、オルタネーターの接続を外しま
す。電源の取り外しと交換, page 59 を参照し
てください。

3. 3 線コネクタ (PC); の外側端子間の抵抗を測定
します。2.0 ～ 6.0 オームになるはずです。範
囲外の場合、オルタネーターコイル (15a) を
交換します。

4. マイナスドライバを使用して、ハウジング
(15d) からクリップ (15h) を引き離します。薄
刃またはドライバを使用して、キャップ (15f)
を取り外します。

5. 必要に応じて、ファン (15e) を回して、その刃
がハウジング (15d) の 4 つのベアリングタブに
当たらないようにします。

Figure 33 ファンの向き

6. ファンとコイルアセンブリ (15a) をハウジング
前部 (15d) から押し出します。

Figure 34 オルタネーターの断面図
♦28は図に示されていません。

注注注
損傷を避けるために、マグネット (M) または
シャフト (S) に傷を付けたり損傷させたりし
ないでください。ベアリングを分解および再
組み立てするときは、3 線コネクタ (PC) を
挟んだり損傷させたりしないでください。

7. ファンの端が上向きの状態で、コイルアセンブ
リ (15a) を作業台で保持します。刃面が広めの
マイナスドライバを使用して、ファン (15e) を
シャフト (S) から引き離します。

8. 上のベアリング(15b2) を取り外します。
9. 下のベアリング(15b1) を取り外します。
10. 新しい下のベアリング (15b1♦) をシャフト (S)

の長い側に取り付けます。ベアリングのより平
たい側は、マグネット (M) の反対側に向ける
必要があります。ベアリングブレードがコイ
ル (15a) の表面に対して平坦になるように、コ
イルに取り付けます。

11. ベアリングブレードがコイル (15a) の表面に対
して平坦になるように、新しい上のベアリング
(15b2♦) をシャフトの短い側に押し付けます。
ベアリングのより平たい側は、コイルの反対
側に向ける必要があります。
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12. ファンの端が上向きの状態で、コイルアセンブ
リ (15a) を作業台で保持します。ファン (15e♦)
をシャフト (S) の長い側に押し付けます。ファ
ンのブレードは、示されている方向に向いて
いる必要があります。

13. コイルのピンをハウジングのスロットに揃えた
状態で、コイルアセンブリ (15a) を注意しなが
らハウジング (15d♦) の前面に押しつけます。
図オルタネーターの断面図で示されているよ
うに、3 線のコネクタ (PC) は、ハウジングの
タブの広い側のノッチ(W)の下に配置する必要
があります。コイルアライメントピン (P) は図
ファンの向き で示されているように配置され
ていることを確認してください。

14. ファン (15e) を回して、そのブレードがハウジ
ングの後部にある 4 つのベアリングタブ (T)
に当たらないようにします。下のベアリング
(15b1♦) のブレードがタブの位置に合っている
ことを確認してください。

15. コイルを完全にハウジング (15d♦) に収めま
す。クリップ (15h♦) で固定し、そのタブがハ
ウジング内のスロットとかみ合っていること
を確認してください。

16. O リング (15g) が所定位置にあることを確認し
ます。キャップ (15f) を取り付けます。

17. オルタネーターを電源に取り付けて、
両方の部品をハンドルに取り付けま
す。電源の取り外しと交換, page 59 を参照し
てください。

Figure 35 オルタネーター
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フフファァァンンンエエエアアア調調調整整整バババルルルブブブののの修修修理理理

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。

2. レンチをバルブハウジング (30a) の平坦部に
置いて、ハンドル (16) からそのバルブを緩め
て外します。

Note

バルブをアセンブリとして交換 (手順 9
に進む) するか、Oリングのみを交換し
ます (手順 3～9)。

3. 保持リング (30d) を取り外します。

4. バルブハウジング (30a) から外れるまで、反時
計回りにバルブシャフト (30b) を回します。

5. O リング (30c) を点検します。損傷がある場
合は、取り外します。

6. すべての部品を清掃し、摩耗または損傷がな
いか点検します。

Note

非シリコーングリース、部品番号
111265 を使用します。過度に潤滑し
ないでください。

7. ファンエアバルブ (30) を再び組み立てる際、
バルブのネジ山を軽く潤滑し、シャフト (30b)
が完全に底に達するまでハウジング (30a) 内に
ねじ込みます。Oリング (30c*) を取り付けて、
バルブステムを潤滑し、Oリングがハウジング
に入るまでネジを緩めます。

8. 保持リング (30d) を再び組み立てます。バルブ
ステムが保持リングによって止められるまで、
それをハウジングから緩めます。

9. ハウジングの平坦部にレンチを使用し、バル
ブアセンブリ (30) をガンハンドル (16) にね
じ込みます。1.7 N•m (15 インチ-ポンド) のト
ルクで締めます。

Figure 36 ファンエア調整バルブ
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霧霧霧化化化エエエアアアリリリススストトトリリリクククタタタバババルルルブブブののの修修修理理理

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. レンチをバルブハウジング (29a) の平坦部に

置いて、ハンドル (16) からバルブを緩めて外
します。

Note

バルブをアセンブリとして交換 (手順 9
に進む) するか、Oリングのみを交換し
ます (手順 3～9)。

3. バルブステム (29e) を取り外します。リテー
ナーリング (29d) を取り外します。

4. バルブハウジング (29a) から外れるまで、反時
計回りにバルブ本体 (29b) を回します。

5. O リング (29c) を点検します。損傷がある場
合は、取り外します。

6. すべての部品を清掃し、摩耗または損傷がな
いか点検します。

Note

非シリコーングリース、部品番号
111265 を使用します。過度に潤滑し
ないでください。

7. 霧化エアリストリクタバルブ (29) を再び組み立
てる際、O リング (29c) を軽く潤滑し、底に達
するまでバルブ本体 (29b) をハウジング (29a)
に完全にねじ込みます。

8. 保持リング (29d) を再び組み立てます。バルブ
ステム (29e) をバルブ本体 (29b) の途中までね
じ込みます。

9. バルブステムのスロット (S) の位置をガンハン
ドルのリブ (R) と合わせます。ハウジングの平
坦部にレンチを使用し、バルブアセンブリ (29)
をガンハンドル (16) にねじ込みます。1.7 N•m
(15 インチ-ポンド) のトルクで締めます。

Note

霧化エアリストリクタバルブの使用が望ま
しくない場合、付属のバルブ (42) を取り
付けます。

Figure 37 霧化エアリストリクタバルブ

Figure 38 バルブステムを合わせます。
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ESESES オオオンンン---オオオフフフととと液液液体体体調調調整整整バババルルルブブブののの修修修理理理

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. 拘束ネジ (26p) を緩めます。ハンドルからバル

ブ (26) を取り外します。
3. 非シリコーン製グリース、部品番号 111265 で

O リング (26b* と 26m*) を潤滑します。過度に
潤滑しないでください。

Note

部品に過度に潤滑しないでください。
O リングの上に過度の潤滑剤が塗られ
ていると、これがガンのエア通路に押
しやられ、ワークピースの仕上がりを
損なうことがあります。

4. 部品を清掃して損傷がないか点検します。必要
に応じて交換します。

Note

リテーナプレート (26h) の突起部は上
を向いている必要があります。

5. バルブを再び取り付けます。ネジ (27) を
1.7-2.8 N•m (15-25 インチ-ポンド) のトルクで
締め付けます。

Figure 39 ES オン-オフバルブの修理、24N630お
よび26A160

3A8684A 65



修理

Figure 40 ES オン-オフバルブの修理、24N632
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エエエアアアバババルルルブブブののの修修修理理理
1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. バレルの取り外し, page 58 の手順に従いま

す。
3. ネジ (13) とトリガー (12) を外します。

4. ES オン-オフバルブを取り外します。 ES
オン-オフと液体調整バルブの修理, page 65 を
参照してください。

5. スプリング (34) を取り外します。

6. エアバルブシャフトの前部を押して、ハンド
ルの後部から強制的に出します。ゴム製シー
ル (23a*) を点検し、損傷している場合は交換
します。

7. U カップ (35) を点検します。損傷していない限
りは Uカップを取り除かないでください。取り
除かれている場合、縁をガンハンドル (16) の
方向に向けて、新品を取り付けます。Uカップ
をエアバルブのシャフトに設置して、それをガ
ンハンドルに収まり易くします。

Figure 41 U カップの取り付け

8. ガンハンドル (16) の中にエアバルブ (23) とス
プリング (34) を取り付けます。

9. ES オン-オフバルブを取り付けます。 ES
オン-オフと液体調整バルブの修理, page 65 を
参照してください。

10. 引き金 (12) とネジ (13) を取り付けます。
11. バレルの取り付け, page 58 の手順に従いま

す。

Figure 42 エアバルブ

スススマママーーートトトモモモジジジュュューーールルルののの交交交換換換
エラーディスプレイが表示された場合、スマート
モジュールは電源との通信を失いました。スマー
トモジュールと電源間の接続が良いかを確認して
ください。

モジュールの LED が点灯しない場合、モジュー
ルを交換します。

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。
2. スマートモジュールカートリッジ (31a) の左

下の隅にあるピボットネジ (31e)、O リング
(31f)、および ES HI/LO スイッチ (31c) を取り
外します。

3. カートリッジから残りの 3 つのネジ (31d) を取
り外します。

4. スマートモジュールをガンの後部から引き出し
ます。ガンハンドルのコネクタ (GC) からリボ
ンケーブル (RC) を外します。

5. ガスケット (31b) を取り外します。
6. 新しいガスケット (31b) を新しいカートリッジ

(31a) に取り付けます。ガスケットの刻み目のあ
る隅が一番上にあることを確認してください。

7. モジュールのリボンケーブル (RC) をガンの
ケーブル (GC) と合わせ、図示するようにそれ
らをしっかりと一緒にスライドさせます。接続
されているケーブルをガンハンドルのくぼみに
押し込みます。モジュールがガンハンドルの後
部と同一平面になるように取り付けます。

8. カートリッジ (31a) の左下の隅にピボットネ
ジ (31e)、O リング (31f)、および ES HI/LO ス
イッチを取り付けます。

9. 残りの 3 つのネジ (31d) を取り付けます。
0.8–1.0 N•m (7–9 インチ-ポンド) のトルクで
締めます。
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Figure 43 スマートモジュール

Figure 44 リボンケーブルを合わせます。

エエエアアアスススイイイベベベルルルととと排排排気気気バババルルルブブブののの交交交換換換

1. ガン整備の準備, page 51 の手順に従います。

2. 排気バルブを交換するには、以下の手順に従
います。

a. クランプ (43) と排気チューブ (36) を取り
外します。

b. スイベル (21) をガンハンドル (16) からね
じ外します。このスイベルは左巻きネジ山
です。ブラケット (104) を取り外します。

c. 排気バルブ (19) をハンドル (16) から引き
ます。O リング (19a) を点検し、必要に応
じて交換してください。

d. O リング (19a*) を排気バルブ (19) に取り付
けます。非シリコーングリースの薄いコー
ティングで O リングを潤滑します。

e. 排気バルブ (19) をハンドル (16) に取り付
けます。

f. ネジ齧り防止剤をスイベル (21) 上部のネジ
山に塗布します。ブラケット (104) の位置
を合わせて、スイベルをガンハンドル (16)
にねじ込みます。8.4-9.6 N•m (75-85 イン
チ-ポンド) のトルクで締めます。

g. ナット (102、105) がきつく締まっている
ことを確認してください。

h. チューブ (36) とクランプ (43) を取り付け
ます。

3. エアインレットスイベルを交換するには、以
下の手順に従います。

a. スイベル (21) をガンハンドル (16) からね
じ外します。このスイベルは左巻きネジ
山です。

b. ネジ齧り防止剤をスイベル上部のネジ山に
塗布します。スイベルをガンハンドルにね
じ込みます。8.4-9.6 N•m (75-85 インチ-ポ
ンド) のトルクで締めます。

Figure 45 エアインレット取り付け金具と排気バ
ルブ
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部品

部部部品品品

標標標準準準水水水性性性エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンンアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 L60T18L60T18L60T18 606060 kVkVkV 静静静電電電水水水媒媒媒介介介エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

アイテム 1～50 を含む

1 2 Nm (20 in-lb) のトルクを与えます。

3A8684A 69



部品

部部部品品品番番番号号号 L60T18L60T18L60T18 606060 kVkVkV 静静静電電電水水水媒媒媒介介介エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

アイテム 1～50 を含む

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

1 24N667 本体、ガン (参照 28 を含む) 1
2 24N655 パッキンロッドアセンブリ,

page 75 参照
1

3 24N652 ニードル、電極、黒 1
4 24N616 ノズル、1.5 mm; 4a および 4b

を含む
1

4a 24N645 O リング、導電性 1
4b 111507 O リング; フルオロエラスト

マー
1

5 24N477 エアキャップ 1
6 24P892 リング、リテーナー; 6a を含む 1
6a* 198307 パッキン、Uカップ; UHMWPE 1
11 24N662 電源、60 kV ガン 1
11a 24N979 スプリング 1
12 24N663 引き金 1
13 24A445 ネジ、引き金; 2 個入りパッ

ケージ
1

15 24N664 オルタネーターアセンブリ,
page 76参照

1

16 24P744 ハンドル; ガンモデル L60T18
向け

1

17 185111 スプリング、圧縮 1
18 197624 スプリング、圧縮 1
19 24P036 バルブ、排気 1
19a* 112085 O リング 1
21 24N626 スイベル、エアインレット;

M12 x 1/4 npsm(m); 左巻きネ
ジ山

1

21a 111710 O リング 1
23 24N633 バルブ、エア 1
23a* 276733 シール、エアバルブ 1
26 24N630 ESオン-オフと液体調整バルブ,

page 77参照
1

27 24N740 ネジ、六角穴付きネジ; 10–24 x
0.53 in.; sst; 2 個入りパッケー
ジ

1

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

28* 25N921 ガスケット、バレル 1
29 24T304 霧化エアリストリクタバルブアセンブリ,

page 78参照
1

30 24N634 ファンエア調整バルブアセンブリ,
page 78参照

1

34 185116 スプリング、圧縮 1
35* 188749 パッキン、U カップ 1
36 185103 チューブ、排気; 6 mm (1/4 イン

チ) ID (取り付けられずに出荷)
1

40 107460 工具、レンチ、ボールエンド;
4 mm (取り付けられずに出荷)

1

41 276741 マルチツール (取り付けられず
に出荷)

1

42 24N786 プラグ、リストリクタ (取り付
けられずに出荷; アイテム 29
の代わりに使用)

1

43 110231 クランプ、排気管 (取り付けら
れずに出荷)

1

44 116553 グリース、誘導体; 30 ml (1 オ
ンス) チューブ (非表示)

1

45 117824 グローブ、導電性、中; 12 個入
りパッケージ; 小 (117823) およ
び大 (117825) もご利用可能

1

46 24N604 カバー、ガン; 10 枚入りパッ
ケージ

1

48▲ 186118 サイン、警告 (非表示し) 1
50 24N783 フック; ネジを含む 1
101 ホース, page 97 を参照してく

ださい。
1

102 198663 フェルール、シールドホース
向け

1

103 185547 ハウジング、フェルール、シー
ルドホース向け

1

104 197954 ブラケット、液体取り付け金具 1
105 185548 ナット 1
106 16N953 取り付け金具、バレル 1
107 102982 O リング 1
108 16N916 取り付け金具、シール 1

▲ 交換用の安全ラベル、タグ、カードについては無
償にて提供いたします。

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。
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部品

SmartSmartSmart 水水水性性性エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンンアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 L60M18L60M18L60M18 606060 kVkVkV 静静静電電電水水水媒媒媒介介介エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

アイテム 1～50 を含む

1 2 Nm (20 in-lb) のトルクを与えます。
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部品

部部部品品品番番番号号号 L60M18L60M18L60M18 606060 kVkVkV 静静静電電電水水水媒媒媒介介介エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

アイテム 1～50 を含む

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

1 24N667 本体、ガン (参照 28 を含む) 1
2 24N655 パッキンロッドアセンブリ,

page 75 参照
1

3 24N652 ニードル、電極、黒 1
4 24N616 ノズル、1.5 mm; 4a および 4b

を含む
1

4a 24N645 O リング、導電性 1
4b 111507 O リング; フルオロエラスト

マー
1

5 24N477 エアキャップ 1
6 24P892 リング、リテーナー; 6a を含む 1
6a* 198307 パッキン、Uカップ; UHMWPE 1
11 24N662 電源、60 kV ガン 1
11a 24N979 スプリング 1
12 24N663 引き金 1
13 24A445 ネジ、引き金; 2 個入りパッ

ケージ
1

15 24N664 オルタネーターアセンブリ,
page 76参照

1

16 24P742 ハンドル、スマート; ガンモデ
ル L60M18 向け

1

17 185111 スプリング、圧縮 1
18 197624 スプリング、圧縮 1
19 24P036 バルブ、排気 1
19a* 112085 O リング 1
21 24N626 スイベル、エアインレット;

M12 x 1/4 npsm(m); 左巻きネ
ジ山

1

21a 111710 O リング 1
23 24N633 バルブ、エア 1
23a* 276733 シール、エアバルブ 1
24 245265 回路、フレキシブル 1
26 24N630 ESオン-オフと液体調整バルブ,

page 77参照
1

27 24N740 ネジ、六角穴付きネジ; 10–24 x
0.53 in.; sst; 2 個入りパッケー
ジ

1

28* 25N921 ガスケット、バレル 1

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

29 24T304 霧化エアリストリクタバルブアセンブリ,
page 78参照

1

30 24N634 ファンエア調整バルブアセンブリ,
page 78参照

1

31 24N756 スマートモジュールアセンブリ,
page 79参照

1

34 185116 スプリング、圧縮 1
35* 188749 パッキン、U カップ 1
36 185103 チューブ、排気; 6 mm (1/4 イン

チ) ID (取り付けられずに出荷)
1

40 107460 工具、レンチ、ボールエンド;
4 mm (取り付けられずに出荷)

1

41 276741 マルチツール (取り付けられず
に出荷)

1

42 24N786 プラグ、リストリクタ (取り付
けられずに出荷; アイテム 29
の代わりに使用)

1

43 110231 クランプ、排気管 (取り付けら
れずに出荷)

1

44 116553 グリース、誘導体; 30 ml (1 オ
ンス) チューブ (非表示)

1

45 117824 グローブ、導電性、中; 12 個入
りパッケージ; 小 (117823) およ
び大 (117825) もご利用可能

1

46 24N604 カバー、ガン; 10 枚入りパッ
ケージ

1

48▲ 186118 サイン、警告 (非表示し) 1
50 24N783 フック; ネジを含む 1
101 ホース, page 97 を参照してく

ださい。
1

102 198663 フェルール、シールドホース
向け

1

103 185547 ハウジング、フェルール、シー
ルドホース向け

1

104 197954 ブラケット、液体取り付け金具 1
105 185548 ナット 1
106 16N953 取り付け金具、バレル 1
107 102982 O リング 1
108 16N916 取り付け金具、シール 1

▲ 交換用の安全ラベル、タグ、カードについては無
償にて提供いたします。

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。

72 3A8684A



部品

離離離型型型剤剤剤 SmartSmartSmart エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンンアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 L60M19L60M19L60M19 606060 kVkVkV 静静静電電電離離離型型型剤剤剤エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

1 2 Nm (20 in-lb) のトルクを与えます。
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部品

部部部品品品番番番号号号 L60M19L60M19L60M19 606060 kVkVkV 静静静電電電離離離型型型剤剤剤エエエアアアスススプププレレレーーーガガガンンン、、、シシシリリリーーーズズズ DDD

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

1 24N667 本体、ガン (参照 28 を含む) 1
2 24N655 パッキンロッドアセンブリ,

page 75 参照
1

3 24N749 ニードル 1
4 24N748 ノズル、シート; 4a-4c を含む 1
4a 24N645 O リング、導電性 1
4b 111507 O リング; フルオロエラスト

マー
1

4c 24P893 リング、導電性 1
5 24N727 エアキャップアセンブリ, page

79参照
1

5a 24N643 電極; 5 個入りパッケージ 1
6 245790 リング、リテーナー; 6a を含む 1
6a* 198307 パッキン、Uカップ; UHMWPE 1
10 AEMxxx

AEFxxx
チップ アセンブリ; 顧客の選
択; アイテム 27a を含む

1

10a 183459 ガスケット、チップ 1
11 24N662 電源、60 kV ガン 1
11a 24N979 スプリング 1
12 24N663 引き金 1
13 24A445 ネジ、引き金; 2 個入りパッ

ケージ
1

15 24N664 オルタネーターアセンブリ,
page 76参照

1

16 24P741 ハンドル、スマート 1
17 185111 スプリング、圧縮 1
18 197624 スプリング、圧縮 1
19 24P036 バルブ、排気 1
19a* 112085 O リング 1
21 24N626 スイベル、エアインレット;

M12 x 1/4 npsm(m); 左巻きネ
ジ山

1

21a 111710 O リング 1
23 24N633 バルブ、エア 1
23a* 276733 シール、エアバルブ 1
24 245265 回路、フレキシブル 1
26 24N630 ESオン-オフと液体調整バルブ,

page 77参照
1

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

27 24N740 ネジ、六角穴付きネジ; 10–24 x
0.53 in.; sst; 2 個入りパッケー
ジ

1

28* 25N921 ガスケット、バレル 1
29 24N792 噴霧化エア調整バルブ 1
30 24N634 ファンエア調整バルブアセンブリ,

page 78参照
1

31 24N756 スマートモジュールアセンブリ,
page 79参照

1

34 185116 スプリング、圧縮 1
35* 188749 パッキン、U カップ 1
36 185103 チューブ、排気; 6 mm (1/4 イン

チ) ID (取り付けられずに出荷)
1

40 107460 工具、レンチ、ボールエンド;
4 mm (取り付けられずに出荷)

1

41 276741 マルチツール (取り付けられず
に出荷)

1

42 24N786 プラグ、リストリクタ (取り付
けられずに出荷; アイテム 29
の代わりに使用)

1

43 110231 クランプ、排気管 (取り付けら
れずに出荷)

1

44 116553 グリース、誘導体; 30 ml (1 オ
ンス) チューブ (非表示)

1

45 117824 グローブ、導電性、中; 12 個入
りパッケージ; 小 (117823) およ
び大 (117825) もご利用可能

1

46 24N604 カバー、ガン; 10 枚入りパッ
ケージ

1

48▲ 186118 サイン、警告 (非表示し) 1
50 24N783 フック; ネジを含む 1
101 ホース, page 97 参照 1
102 198663 フェルール 1
103 185547 ハウジング、フェルール 1
104 197954 ブラケット、液体取り付け金具 1
105 185548 ナット 1
106 16N953 取り付け金具、バレル 1
107 102982 O リング 1
108 16N916 取り付け金具、シール 1

▲ 交換用の安全ラベル、タグ、カードについては無
償にて提供いたします。

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。
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部品

パパパッッッキキキンンンロロロッッッドドドアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N65524N65524N655 パパパッッッキキキンンンロロロッッッドドドアアアセセセンンンブブブリリリ

アイテム 2a-2k を含む

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個数数数

2a‡ 111316 O リング 1

2b‡ 116905 シール 1

2c‡ 178409 パッキン、液体 1

2d‡ 178763 パッキン、ニードル 1

2e 24N703 ロッド、パッキン (アイテ
ム 2j および 2k を含む)

1

2f 197641 ナット、パッキン 1

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個数数数

2g 185495 ハウジング、パッキン 1

2h‡ 186069 スペーサー、パッキン 1

2j◆ — —— ナット、引き金調整 (アイテ
ム 2e の部品)

1

2k◆ — —— ナット、引き金調整 (アイテ
ム 2e の部品)

1

‡ これらの部品は、液体シール修理キット 24N790
(別売り) に付属します。

◆ これらの部品は、引き金調整ナットキット
24N700 (別売り) に付属します。

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。
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部品

オオオルルルタタタネネネーーータタターーーアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N66424N66424N664 オオオルルルタタタネネネーーータタターーーアアアセセセンンンブブブリリリ

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個
数数数

15a 24N705 コイル、オルタネーター 1

15b♦ 24N706 ベアリングキット (2 つのベ
アリング、アイテム 15d ハウ
ジング、アイテム 15e ファ
ン、アイテム 15f キャップ、
及びアイテム 15h クリップ
を含む)

1

15c 24Y264 シャフトキット (シャフトと
マグネットを含む)

1

15d♦ 24N707 ハウジング; アイテム 15f を
含む

1

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個
数数数

15e♦ ——— ファン; アイテム 15b の部品 1

15f♦ ——— キャップ、ハウジング; アイ
テム 15d の部品

1

15g* 110073 O リング 1

15h♦ 24N709 クリップ; 5 個入りパッケー
ジ (アイテム 15b に 1 つのク
リップが含まれている)

1

28♦* 25N921 ガスケット、バレル (非表示) 1

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。

♦ これらの部品はベアリングキット 24N706 (別売
り) に付属します。

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。
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部品

ESESES オオオンンン---オオオフフフととと液液液体体体調調調整整整バババルルルブブブ

部部部品品品番番番号号号 24N63024N63024N630 ESESES オオオンンン---オオオフフフととと液液液体体体調調調整整整バババルルルブブブ

エアリストリクタ付属の部品番号 26A160 ES オン-
オフと液体調整バルブ

部部部品品品番番番号号号 24N63224N63224N632 ESESES オオオンンン---オオオフフフととと一一一定定定液液液体体体バババルルルブブブ

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個
数数数

——— ハウジング、バルブ; 標準モ
デル 24N630 の場合は黒、限
定モデル 26A160 の場合は青

126a

— — — ハウジング、バルブ; モデル
24N632

1

26b* 15D371 O リング 2

26c — — — ピストン､バルブ 1

24N649 レバー、ES オン-オフ; 26g
を含む; モデル 24N630 およ
び 36A160

126f

24N650 レバー、ES オン-オフ; 26g
を含む; モデル 24N632

1

26g — — — ネジ、セット、ソケットヘッ
ド

2

26h 24N631 プレート、リテーナー 1

24N648 ノブ、調整、液体; 26g を
含む; モデル 24N630 および
36A160

126j

25E767 ノブ、調整、液体; 青; 26g を
含む; モデル 24N630 および
36A160

1

26m* 113746 O リング 1

26p 24N740 拘束ネジ; 2 個パック 1

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。
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部品

フフファァァンンンエエエアアア調調調整整整バババルルルブブブアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N63424N63424N634 フフファァァンンンエエエアアア調調調整整整バババルルルブブブアアアセセセンンンブブブ
リリリ (((表表表示示示)))

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個数数数

30a — —— ナット､バルブ 1

30b — —— ステム､バルブ 1

30c* 111504 O リング 1

30d 24N646 リング、リテーナー; 6 個入
りパッケージ

1

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。

霧霧霧化化化エエエアアアリリリススストトトリリリクククタタタバババルルルブブブアアアセセセ
ンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24T30424T30424T304 霧霧霧化化化エエエアアアリリリススストトトリリリクククタタタバババルルルブブブアアアセセセ
ンンンブブブリリリ (((図図図示示示)))

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個数数数

29a — —— ハウジング、バルブ 1

——— ボデー、バルブ 129b

— —— ボデー、バルブ; 丸型スプレー
のみ

1

29c* 111516 O リング 1

29d 118907 リング、リテーナー 1

29e — —— ステム､バルブ 1

29f — — — ノブ、シャフト; 丸型スプレー
のみ

1

29g — —— セットスクリュー、ノブ; 丸
型スプレーのみ

1

* これらの部品はエアシール修理キット 24N789
(別売り) に付属します。

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。
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部品

エエエアアアキキキャャャッッップププアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N72724N72724N727 エエエアアアキキキャャャッッップププアアアセセセンンンブブブリリリ

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番
号号号

説説説明明明 個個個数数数

5a 24N643 電極; 5 個入りパッケージ 1

5b 24N734 Oリング; ptfe; 5 個入りパッ
ケージ (10個入りパッケージ
も入手可能; 注文番号 24E459)

1

5c — —— エアキャップ 1

5d 24N726 ガード、チップ、ゆず肌 1

10a 183459 ガスケット、チップ (非表示) 5

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。

スススマママーーートトトモモモジジジュュューーールルルアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N75624N75624N756 スススマママーーートトトモモモジジジュュューーールルルアアアセセセンンンブブブリリリ

参参参照照照
番番番号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個
数数数

31a — — — カートリッジ 1

31b 24P433 ガスケット 1

31c 24N787 スイッチ、ES HI/LO 1

31d♦ — —— ネジ 3

31e♦ — —— ネジ、ピボット 1

31f 112319 O リング 1

「———」と表記されている部品は、別売りされ
ていません。

♦ これらの部品はスマートモジュールネジキット
24N757 (別売り) に付属します。
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部品

丸丸丸型型型スススプププレレレーーーアアアセセセンンンブブブリリリ

部部部品品品番番番号号号 24N31824N31824N318 大大大型型型パパパタタターーーンンン

★ 印がついた製品は、参照のために表示されてお
り、キットには含まれません。

参参参照照照番番番
号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

4 24N729 ノズル、丸型スプレー;
4a および 4b に含まれる
液体ノズル選択チャート,
page 82 を参照してくださ
い。

1

4a 24N645 O リング、導電性 1
4b 111507 O リング; フルオロエラスト

マー
1

5 24N731 エアキャップ、丸型スプレー
エアキャップセレクションガイド,
page 85 を参照してく
ださい。

1

29 24N733 噴霧化エアリストリクタバル
ブ、丸型スプレー

1

30 24N732 ファンエア調整バルブ、丸型
スプレー

1

49 24N730 ディフューザー、丸型スプ
レー

1
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部品

部部部品品品番番番号号号 25N83625N83625N836 小小小型型型パパパタタターーーンンン

部部部品品品番番番号号号 25N83725N83725N837 中中中型型型パパパタタターーーンンン

★ 印がついた製品は、参照のために表示されてお
り、キットには含まれません。

参参参照照照番番番
号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

25N838 エアキャップ、インナー、小
型パターン; 3a～3c を含む

13

25N839 エアキャップ、インナー、中
型パターン; 3a～3c を含む

1

参参参照照照番番番
号号号

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明 個個個数数数

25N938 ディフレクター、小型パター
ン

13a

25N939 ディフレクター、中型パター
ン

1

113137 O リング、小型パターン 13b
113746 O リング、中型パターン 1
— — — ディフューザー、小型パター

ン
13c

— — — ディフューザー、中型パター
ン

1

4 25N835 ノズル、丸型スプレー; 4a ～
4d を含む

1

4a 24N645 O リング、導電性 1
4b 111507 O リング; フルオロエラスト

マー
1

4c 117610 O リング 1
4d 111516 導電性コンタクトリング 1

25N840 エアキャップ、小型パターン 15
25N841 エアキャップ、中型パターン 1

6 — — — 保持リング 1
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液体ノズル

液液液体体体ノノノズズズルルル

液液液体体体ノノノズズズルルル選選選択択択チチチャャャーーートトト

怪我のリスクを減少させるために、液体ノズルおよび/またはエアキャップを取り外す前もしくは取り付
ける前に、 圧力開放手順, page 36 に従ってください。

液液液体体体ノノノズズズルルルののの
部部部品品品番番番号号号

開開開口口口部部部サササイイイズズズ
mmmmmm (((イイインンンチチチ)))

色色色 説説説明明明

24N619 0.55 (.022) 黒

24N613 0.75 (.029) 黒

25N895 1.0 (.042) 緑

25N896 1.2 (.047) グレー

24N616 1.5 (.055) 黒

25N897 1.8 (.070) 茶

24N618 2.0 (.079) 黒

標準コーティングに関する標標標準準準ノノノズズズルルル(STD)(STD)(STD)

25N831 1.0 (.042) 緑

25N832 1.2 (.047) グレー

25N833 1.5 (.055) 黒

25N834 1.8 (.070) 茶

硬質 SST シートおよび耐損傷性 SST チップ付き精精精密密密高高高摩摩摩耗耗耗ノノノ
ズズズルルル(PHW)(PHW)(PHW)
; 標準コーティング、研磨材及び金属用

24N620 0.75 (.029)

24N621 1.0 (.042)

24N622 1.2 (.047)

24N623 1.5 (.055)

24N624 1.8 (.070)

24N625 2.0 (.079)

青
研磨材や金属に対する硬化セラミックシート付高高高摩摩摩耗耗耗ノノノズズズルルル
(HW)(HW)(HW)
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液体ノズル

液液液体体体ノノノズズズルルル性性性能能能チチチャャャーーートトト

以下の手順に従って、用途に適した液体ノズルを選択してください。

1. 各液体ノズルチャートで、希望の流量と粘度
に対応する点を探します。グラフごとに、鉛
筆で点にしるしを付けます。

2. 各グラフの縦の太線は、そのノズルサイズでの
目標流量を表しています。しるしを付けた点が
縦の太線に最も近いのはどのグラフかを判断し
ます。これが希望の用途に対する推奨ノズル
サイズです。目標流量を大幅に超えると、過
剰な液体速度により、スプレー性能の低下に
つながる可能性があります。

3. しるしを付けた点から、縦軸に移動して、必
要な液体圧力を見つけます。必要な圧力が高
過ぎる場合、次に大きいノズルサイズを使用
します。液体圧力が低過ぎる場合 (0.35 bar、
3.5 kPa、5 psi 以下)、次に小さなノズルサイ
ズを使用します。

液液液体体体ノノノズズズルルル性性性能能能チチチャャャーーートトトののの凡凡凡例例例

Note

液体圧力はスプレーガンインレットで測定
したものです。

260 センチポイズの液体

160 センチポイズの液体

70 センチポイズの液体

20 センチポイズの液体

TableTableTable 121212 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 0.550.550.55 mmmmmm (0.022(0.022(0.022 イイインンンチチチ)))

5
0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 1 2

60 120 180 240 300

3 4 5 6 7 8 9 10

10

15

20

25

30

35

40

45

50

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分

TableTableTable 131313 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 0.750.750.75 mmmmmm (0.030(0.030(0.030 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分
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液体ノズル

TableTableTable 141414 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 1.01.01.0 mmmmmm (0.040(0.040(0.040 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分

TableTableTable 151515 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 1.21.21.2 mmmmmm (0.047(0.047(0.047 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分

TableTableTable 161616 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 1.51.51.5 mmmmmm (0.059(0.059(0.059 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分

TableTableTable 171717 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 1.81.81.8 mmmmmm (0.070(0.070(0.070 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分

TableTableTable 181818 ... 開開開口口口部部部サササイイイズズズ 2.02.02.0 mmmmmm (0.080(0.080(0.080 イイインンンチチチ)))

液液液体体体圧圧圧
力力力:::

bar、
psi

液液液体体体流流流量量量:::

オンス/分、cc/分
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エアキャップ

エエエアアアキキキャャャッッップププ

エエエアアアキキキャャャッッップププセセセレレレクククシシショョョンンンガガガイイイドドド

怪我のリスクを減少させるために、液体ノズル
および/またはエアキャップを取り外す前もしく
は取り付ける前に、 圧力開放手順, page 36 に
従ってください。

エアキャップを選択する場合、このセクションの
チャートをご使用ください。

• 複数のエアキャップによってご希望の仕上げ要
件が満たされることを留意してください。

• エアキャップを選択する場合は、コーティング
特性、部品形状、パターン形状、パターンサイズ
およびオペレーターの嗜好を考慮してください。

測測測定定定値値値

その他の注意がない場合は、次のチャートに記載
されているすべてのエアキャップのパターン形状
と長さは、以下の条件で測定されました。

Note

パターン形状と長さは材料に依存します。

• 対象物までの距離: 254 mm (10 in.)
• インレットエア圧力: 34 kPa (3.4 bar、50 psi)
• ファンエア: 最大の長さに調整
• 液体流量: 300 cc/分 (10 オンス/分)
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エアキャップ

パパパタタターーーンンン形形形状状状

パターン形状は、材料の粘度、流量およびエア圧力設定によって影響されます。ガンは、あらゆる条件下
で意図された設計形状を維持できない場合があります。

• 最最最良良良ののの仕仕仕上上上げげげととと移移移送送送効効効率率率ををを得得得るるるたたためめめににに、、、丸丸丸形形形パパパタタターーーンンンには、渦巻き、低速、丸型コーンパターンが
あります。

• フフファァァンンンパパパタタターーーンンンには丸型端とテーパー端の 2 つのスタイルがあります。

– 丸丸丸型型型端端端ををを持持持っっったたたフフファァァンンンパパパタタターーーンンンは用途が広いです。これらはあらゆる用途に使用でき、小さな部品や
小割塗装に対してしばしば最適な選択肢となります。

– テテテーーーパパパーーー端端端ををを持持持っっったたたフフファァァンンンパパパタタターーーンンンは、 塗料が重なり合うときに均一なコーティング厚みを得
るために最適です。
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エアキャップ

一一一般般般的的的フフファァァンンンパパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ::: 説説説明明明

部部部品品品番番番号号号 色色色 説説説明明明 使使使用用用ににに関関関すすするるる指指指針針針

24N477 黒

24W479 緑

標準 最も用途の広いエアキャップ殆どの材料および用途に対して推奨されます。
クラス A 仕上 水媒介用途で頻繁に使用されます。

24N438 黒 代替 霧化エアの交互配列の標準エアキャップに類似しています

24N376 黒

24N276 青

24N277 赤

24N278 緑

長いパターン 塗料が重なり合うときに大型部品を塗装するために最適化した最長スプレーパ
ターン 水媒介用途で頻繁に使用されます。

24N274 黒 短いパターン 重複通過による塗装に対して最適化したより短いパターン

一一一般般般的的的フフファァァンンンパパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ::: 仕仕仕様様様

部部部品品品番番番
号号号

色色色 説説説明明明 パパパタタターーーンンン
形形形状状状

公公公称称称パパパ
タタターーーンンン長長長
さささ
in.in.in. (mm)(mm)(mm)

推推推奨奨奨液液液体体体粘粘粘度度度*** 推推推奨奨奨生生生産産産速速速度度度****** 霧霧霧化化化 清清清浄浄浄度度度

24N477 黒

24W479 緑

標準 丸型端 15-17
(381-432)

低～中 標準 最良 適切

24N438 黒 代替 丸型端 15-17
(381-432)

低～中 標準 最良 適切

24N376 黒

24N276 青

24N277 赤

24N278 緑

長いパターン テーパー
端

17-19
(432-483)

低～中 標準 より良
い

より良
い

24N274 黒 短いパターン テーパー
端

12-14
(305-356)

低～中 標準 適切 最良

*推奨液体粘度、21°C (70°F) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

**推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～500cc/min (10 oz/min ～
17 oz/min)

中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min
～ 10 oz/min)

ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～600cc/min (17 oz/min ～
20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～750cc/min (20 oz/min ～
25 oz/min)
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エアキャップ

特特特殊殊殊フフファァァンンンパパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ::: 説説説明明明

部部部品品品番番番号号号 色色色 説説説明明明 使使使用用用ににに関関関すすするるる指指指針針針

25E670 黒 ソフトなス
プレー

低速移動スプレーパターンによる小さな軽量部品の塗装用低い生産速度用に
最適化されている。

24N275 黒 航空産業 航空産業コーティング用に最適化されている。

• クラス A 仕上
• 低、中および高粘度、およびハイソリッドコーティング
• 非常に高い生産速度

24N279 黒 ソリッド 標準生産速度における中および高粘度、およびハイソリッドコーティング
用に最適化されています。

24N439 黒 ソリッド高
流量

2.0 mm ノズル用が必要です。高生産速度における中および高粘度、およびハイ
ソリッドコーティング 用に最適化されています。

25E671 黒 HVLP HVLP が必要とされる用途用

特特特殊殊殊フフファァァンンンパパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ::: 仕仕仕様様様

部部部品品品番番番
号号号

色色色 説説説明明明 パパパタタターーー
ンンン形形形状状状

公公公称称称パパパ
タタターーーンンン長長長
さささ
in.in.in. (mm)(mm)(mm)

推推推奨奨奨液液液体体体粘粘粘度度度*** 推推推奨奨奨生生生産産産速速速度度度****** 霧霧霧化化化 清清清浄浄浄度度度

25E670 黒 ソフトなスプ
レー

丸型端 10-12
(254-
305)***

低～中 低 より
良い

適切

24N275 黒 航空産業 テーパー
端

14-16
(356-406)

低、中および高粘
度、およびハイソ
リッド

非常に高 適切 最良

24N279 黒 ソリッド 丸型端 14-16
(356-406)

中～高粘度およびハ
イソリッド

標準 より
良い

適切

24N439 黒 ソリッド高流
量

テーパー
端

11-13
(279-330)

中～高粘度およびハ
イソリッド

高 最良 より良
い

25E671 黒 HVLP 丸型端 11-13
(279-330)

低～中 標準 適切 適切

*推奨液体粘度、21°C (70°F) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

**推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～500cc/min (10 oz/min ～
17 oz/min)

中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min
～ 10 oz/min)

ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～600cc/min (17 oz/min ～
20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～750cc/min (20 oz/min ～
25 oz/min)

***ソフトなスプレーのエアキャップは、3.5 オンス/min (100 cc/min)に調整した液体流量で測定した。
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エアキャップ

丸丸丸型型型パパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ：：：説説説明明明

部部部品品品番番番号号号 色色色 説説説明明明 使使使用用用ににに関関関すすするるる指指指針針針

24N318 黒 大型パター
ン

20 cm (8 インチ) までの大き目のパターン用の従来の丸型パターン設計最良の
仕上げと移送効率を得るための、渦巻き、低速、丸型コーンパターン

25N837 黒 中型パター
ン

低エアフローにおける霧化を改善するの為のデュアルインナーおよびアウター
霧化エア設計 15 cm (6 インチ) までの中型パターン用最良の仕上げと移送効率
を得るための、渦巻き、低速、丸型コーンパターン

25N836 黒 小さいパ
ターン

低エアフローにおける霧化を改善するの為のデュアルインナーおよびアウター
霧化エア設計 10 cm (4 インチ) までの小型パターン用最良の仕上げと移送効率
を得るための、渦巻き、低速、丸型コーンパターン

丸丸丸型型型パパパタタターーーンンンエエエアアアキキキャャャッッップププ：：：仕仕仕様様様

部部部品品品番番番
号号号

色色色 説説説明明明 パパパタタターーー
ンンン形形形状状状

公公公称称称パパパ
タタターーーンンン直直直
径径径
in.in.in. (mm)(mm)(mm)

推推推奨奨奨液液液体体体粘粘粘度度度*** 推推推奨奨奨生生生産産産速速速度度度****** 霧霧霧化化化 清清清浄浄浄度度度

24N318 黒 大型パターン 丸型端 8 (203) 低～中 低 適切 適切

25N837 黒 中型パターン 丸型端 6 (152) 低～中 低 より
良い

適切

25N836 黒 小さいパター
ン

丸型端 4 (102) 低～中 低 より
良い

適切

*推奨液体粘度、21°C (70°F) 時のセンチポイズ (cp) 値
センチポイズ = センチストークス x 流体の比重

**推奨生産速度

低～中 20–70 cp 標準 300cc/min ～500cc/min (10 oz/min ～
17 oz/min)

中～重 70–360 cp 低 100 cc/min ～ 300 cc/min (3 oz/min
～ 10 oz/min)

ハイソリッド 360+ cp 高 500cc/min ～600cc/min (17 oz/min ～
20 oz/min)

非常に高 600cc/min ～750cc/min (20 oz/min ～
25 oz/min)
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エアキャップ

エエエアアア消消消費費費量量量チチチャャャーーートトト

エア消費量はガン全体に適用されます。

エエエアアア消消消費費費量量量チチチャャャーーートトトののの凡凡凡例例例

テテテススストトト条条条件件件：：：ファンバルブが完全に開き (その他の注意がない場合)、噴霧化バルブが完全に開きます (そ
の他の注意がない場合)、85kvガン。

8 mm x 7.6 m (5/16 インチ x 25 フィート) ホース

8 mm x 15.2 m (5/16 インチ x 50 フィート) ホース

TableTableTable 191919 24N47724N47724N477、、、24W27924W27924W279、、、24N27924N27924N279、、、24N37624N37624N376、、、
24N43824N43824N438 エエエアアアキキキャャャッッップププ

60
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エエエアアア消消消費費費量量量
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壁壁壁圧圧圧
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TableTableTable 202020 24N27424N27424N274、、、24N27524N27524N275、、、24N43924N43924N439 エエエアアアキキキャャャッッップププ
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エエエアアア消消消費費費量量量
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TableTableTable 212121 25E67025E67025E670、、、25E67125E67125E671 エエエアアアキキキャャャッッップププ
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psi

Note

25E670: 噴霧化バルブが、ソフ
トなスプレーガンのセットアッ
プに従って閉から一回転開く。
ソフトなスプレーガンのセットアップ手順,
page 25 を参照してください。

25E671: ファンバルブが、閉から一回転開
く。噴霧化バルブが、HVLP のガンセット
アップに従って閉から一回転開く。 HVLP
ガンのセットアップ手順, page 27 を参照
してください。
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スプレーチップ選択チャート (モデル L60M19 MRG ガンのみ)

スススプププレレレーーーチチチッッップププ選選選択択択チチチャャャーーートトト (((モモモデデデルルル L60M19L60M19L60M19 MRGMRGMRG
ガガガンンンのののみみみ)))
AEMAEMAEMフフファァァイイインンンフフフィィィニニニッッッシシシュュュスススプププレレレーーー
チチチッッップププ

低圧および中圧を使用した高品質仕上げ用途に推奨します。希望するチップ、部部部品品品番番番号号号 AEMxxxAEMxxxAEMxxx を注文
してください。 ここで xxx = 以下のマトリックスの 3 桁の数字。

液液液体体体出出出力力力
リリリッッットトトルルル///分分分 (((液液液
量量量オオオンンンススス///分分分)))

305305305 mmmmmm (12(12(12 イイインンンチチチ)))
でででののの最最最大大大パパパタタターーーンンン幅幅幅mmmmmm (((イイインンンチチチ)))

2–42–42–4
(50–(50–(50–
100)100)100)

4–64–64–6
(100–(100–(100–
150)150)150)

666---888
(150(150(150---
200)200)200)

888---101010
(200(200(200---
250)250)250)

101010---121212
(250(250(250---
300)300)300)

121212---141414
(300(300(300---
350)350)350)

141414---161616
(350(350(350---
400)400)400)

161616---181818
(400(400(400---
450)450)450)

開開開口口口部部部
サササイイイズズズ
mmmmmm (((イイイ
ンンンチチチ))) 600600600 psipsipsi

(4.1(4.1(4.1
MPaMPaMPa、、、
414141 bar)bar)bar)
時時時

100010001000
psipsipsi (7.0(7.0(7.0
MPa,MPa,MPa,
707070 bar)bar)bar)
時時時 スススプププレレレーーーチチチッッップププ

0.007
(0.178)

4.0
(0.1)

5.2
(0.15)

107 207 307

0.009
(0.229)

7.0
(0.2)

9.1
(0.27)

209 309 409 509 609

0.011
(0.279)

10.0
(0.3)

13.0
(0.4)

211 311 411 511 611 711 811

0.013
(0.330)

13.0
(0.4)

16.9
(0.5)

213 313 413 513 613 713 813

0.015
(0.381)

17.0
(0.5)

22.0
(0.7)

215 315 415 515 615 715 815

0.017
(0.432)

22.0
(0.7)

28.5
(0.85)

217 317 417 517 617 717

0.019
(0.483)

28.0
(0.8)

36.3
(1.09)

319 419 519 619 719

0.021
(0.533)

35.0
(1.0)

45.4
(1.36)

421 521 621 721 821

0.023
(0.584)

40.0
(1.2)

51.9
(1.56)

423 523 623 723 823

0.025
(0.635)

50.0
(1.5)

64.8
(1.94)

425 525 625 725 825

0.029
(0.736)

68.0
(1.9)

88.2
(2.65)

829

0.031
(0.787)

78.0
(2.2)

101.1
(3.03)

431 631 831

0.033
(0.838)

88.0
(2.5)

114.1
(3.42)

833

0.037
(0.939)

108.0
(3.1)

140.0
(4.20)

737

0.039
(0.990)

118.0
(3.4)

153.0
(4.59)

539

* チップは水でテスト済みです。
その他の圧力 (P) における液体出力 (Q) は以下の公式により算出されます。Q = (0.041) (QT)　ここで QT
= 選択した開口部サイズに対する、上記表の600 psi における液体出力 (液量オンス/分)。
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スプレーチップ選択チャート (モデル L60M19 MRG ガンのみ)

AEFAEFAEF 美美美装装装仕仕仕上上上げげげプププレレレオオオリリリフフフィィィススススススプププレレレーーーチチチッッップププ

低圧および中圧を使用した高品質仕上げ用途に推奨します。AEF チップには、ラッカーを含む、薄手の間
伐材への噴霧を補助するプレオリフィスが付いています。

希望するチップ、部部部品品品番番番号号号AEFxxxAEFxxxAEFxxxを注文してください。ここで xxx = 以下のマトリックスの 3桁の数字。

液液液体体体出出出力力力
リリリッッットトトルルル///分分分 (((液液液量量量

オオオンンンススス///分分分)))

305305305 mmmmmm (12(12(12 イイインンンチチチ)))
でででののの最最最大大大パパパタタターーーンンン幅幅幅mmmmmm (((イイインンンチチチ)))

666---888 (150(150(150---
200)200)200)

888---101010
(200(200(200---250)250)250)

101010---121212
(250(250(250---300)300)300)

121212---141414
(300(300(300---350)350)350)

141414---161616
(350(350(350---400)400)400)

161616---181818
(400(400(400---450)450)450)

開開開口口口部部部
サササイイイズズズ
mmmmmm (((イイイ
ンンンチチチ)))

600600600 psipsipsi
(4.1(4.1(4.1
MPaMPaMPa、、、414141
bar)bar)bar) 時時時

100010001000 psipsipsi
(7.0(7.0(7.0 MPa,MPa,MPa,
707070 bar)bar)bar)時時時

スススプププレレレーーーチチチッッップププ

0.008
(0.203)

5.6 (0.17) 7.7 (0.22) 608

0.010
(0.254)

9.5 (0.28) 12.5
(0.37)

310 410 510 610 710 810

0.012
(0.305)

12.0
(0.35)

16.0
(0.47)

312 412 512 612 712 812

0.014
(0.356)

16.0
(0.47)

21.0
(0.62)

314 414 514 614 714 814

0.016
(0.406)

20.0
(0.59)

26.5
(0.78)

416 516 616 716

* チップは水でテスト済みです。

その他の圧力 (P) における液体出力 (Q) は以下の公式により算出されます。Q = (0.041) (QT) ここで QT
= 選択した開口部サイズに対する、上記表の 600 psi における液体出力 (液量オンス/分)。

丸丸丸型型型スススプププレレレーーーチチチッッップププ

ガンを丸型スプレーパターンに変換するには、丸
型スプレー変換キット 24N391 を使用してくださ
い。説明書 3A2499 を参照してください。

低低低 --- 中中中粘粘粘度度度コココーーーテテティィィンンングググ向向向けけけののの流流流量量量概概概数数数値値値
(20–40(20–40(20–40 セセセンンンチチチポポポイイイズズズ)*)*)*

部部部品品品番番番号号号 サササイイイズズズ番番番号号号

300300300 psipsipsi (2.1(2.1(2.1 MPa,MPa,MPa, 212121 bar)bar)bar) 600600600 psipsipsi (4.2(4.2(4.2 MPa,MPa,MPa, 424242 bar)bar)bar) 120012001200 psipsipsi (8.4(8.4(8.4 MPa,MPa,MPa,
848484 bar)bar)bar)

236836 4A 73 cc/分 (2.5 オンス/分) 120 cc/分 (4.1 オンス/分) 170 cc/分 (5.7 オンス/分)

236837 6A 86 cc/分 (2.9 オンス/分) 150 cc/分 (5.1 オンス/分) 220 cc/分 (7.4 オンス/分)

236838 7A 95 cc/分 (3.2 オンス/分) 160 cc/分 (5.4 オンス/分) 230 cc/分 (7.8 オンス/分)

236839 5B 160 cc/分 (5.4 オンス/分) 230 cc/分 (7.8 オンス/分) 330 cc/分 (11.0 オ
ンス/分)

236840 7B 210 cc/分 (7.1 オンス/分) 270 cc/分 (9.1 オンス/分) 420 cc/分 (14.2 オ
ンス/分)

236841 9B 260 cc/分 (8.8 オンス/分) 350 cc/分 (11.8オンス/分) 530 cc/分 (17.9 オ
ンス/分)
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スプレーチップ選択チャート (モデル L60M19 MRG ガンのみ)

低低低 --- 中中中粘粘粘度度度コココーーーテテティィィンンングググ向向向けけけののの流流流量量量概概概数数数値値値
(20–40(20–40(20–40 セセセンンンチチチポポポイイイズズズ)*)*)*

部部部品品品番番番号号号 サササイイイズズズ番番番号号号

300300300 psipsipsi (2.1(2.1(2.1 MPa,MPa,MPa, 212121 bar)bar)bar) 600600600 psipsipsi (4.2(4.2(4.2 MPa,MPa,MPa, 424242 bar)bar)bar) 120012001200 psipsipsi (8.4(8.4(8.4 MPa,MPa,MPa,
848484 bar)bar)bar)

236842 11B 350 cc/分 (11.8 オ
ンス/分)

480 cc/分 (16.2オンス/分) 700 cc/分 (23.7 オ
ンス/分)

* 流量は白アクリル、エナメル塗料に応じたものです。
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修理キットとアクセサリー

修修修理理理キキキッッットトトとととアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N789 エアシール修理キット

24N790 液体シール修理キット

24N706 オルタネーターベアリング
修理キット

ガガガンンンアアアクククセセセサササリリリーーー

一一一般般般的的的アアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

105749 清掃ブラシ

111265 非シリコーン潤滑油、113 g (4 オ
ンス)

116553 誘電体グリース。 30 ml (1 オンス)

24N604 ガンカバー (10枚入りボックス)

24N758 ディスプレイカバー スマートディ
スプレイをきれいな状態に保ちま
す。5 枚入りパッケージ

引引引ききき金金金とととグググリリリッッップププアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N633 プラスチック引き金キット

24P170 金属引き金キット

24P171 Pro Xp エアスプレーガンを 4 本指
引き金へ変換する為の 4 本指引き
金キット

24N520 快適グリップ スナップオン式グ
リップは、オペレーターの疲労を減
少させるためにハンドルサイズを大
きくします。中サイズ。

24N521 快適グリップ スナップオン式グ
リップは、オペレーターの疲労を減
少させるためにハンドルサイズを大
きくします。大サイズ。

噴噴噴霧霧霧化化化エエエアアアバババルルルブブブアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N636 ロープロファイル噴霧化エアリス
トリクタバルブ (六角ツールで調整
済み)

アアアダダダプププタタターーーおおおよよよびびび金金金具具具アアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

112534 エアラインクイックジョイント取
り付け金具

185105 非スイベルエアインレット; 1/4–18
npsm(m) (左巻きネジ山)

185493 エアホースアダプタ; 1/4 npt(m) x
1/4-18 npsm(m) (左巻きネジ山)

24N642 ガンエアインレット用ボールスイベ
ル; 1/4 npsm (左巻きネジ山)

224754 バルブ、ボール1/4 npsm (左巻きネ
ジ山)

ESESES オオオンンン---オオオフフフととと液液液体体体調調調整整整バババルルルブブブアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

26A160 高噴霧化エア圧用途の為のES オン/
オフバルブリストリクタ タービン
のライトインジケータが赤で、より
高いエア圧力を使用する場合には、
このアクセサリーを使用してくださ
い。キットを設置し、必要に応じて
圧力を調整し、インジケーターが
緑のままになっていることを確認
してください。

24P634 ES 常にオンと液体調整バルブこの
バルブを取り付ける場合、エア圧力
がガンに供給されるときは常に静電
気はオンです。液体調整が可能。ガ
ンエアインレットに装着されたボー
ルバルブ 224754 と共に使用する必
要があります。取扱説明書 3A6840
を参照してください。

24N630 ES オン-オフと液体調整バルブ

24N632 ES オン-オフおよび一定液体バルブ
研磨材、金属、および極端な研磨材
の用途における電極やノズルの寿命
を伸ばすために使用する。

フフファァァンンンエエエアアア調調調整整整バババルルルブブブアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N634 標準ファンエア調整バルブ

24N732 大型パターン丸型スプレー用ファン
エア調整バルブ
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修理キットとアクセサリー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24P172 ファンサイズの瞬時変更のための瞬
時調整ファンバルブ

25N919 スプリングリターン付き瞬時調整
ファンバルブ

丸丸丸型型型スススプププレレレーーーアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N318 標準エアスプレーガンを丸形スプ
レーエアキャップへ変換する為の
丸型スプレーキット、大型パター
ン。取扱説明書 3A2498 を参照し
てください。

25N837 標準エアスプレーガンを丸形スプ
レーエアキャップへ変換する為の
丸型スプレーキット、中型パター
ン。取扱説明書 3A6829 を参照し
てください。

25N836 標準エアスプレーガンを丸形スプ
レーエアキャップへ変換するための
丸型スプレーキット、小型パター
ン。取扱説明書 3A6829 を参照し
てください。

オオオペペペレレレーーータタターーーアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

117823 導電性手袋、12 個入り箱 (小)

117824 導電性手袋、12 個入り箱 (中)

117825 導電性手袋、12 個入り箱 (大)

サササイイインンン

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

16P802 英語警告サインは Graco から無償
で入手可能です。

16P798 英語の毎日の手入れのサイン

16P799 英語のセットアップサイン

シシシススステテテムムムアアアクククセセセサササリリリーーー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

222011 接地線とクランプ

24N528 60 kV と 85 kV ガン用のガン洗浄
ボックスアダプタ。既存のガン洗
浄ボックスの Pro Xp ガン保持への
変換用。取扱説明書 309227 を参照
してください。
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修理キットとアクセサリー

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24N529 40 kV ガン用のガン洗浄ボックス
アダプタ。既存のガン洗浄ボック
スの Pro Xp ガン保持への変換用。
取扱説明書 309227 を参照してく
ださい。

24P312 ガンウオッシャキット 既存のガン
ウオッシャの Pro Xp ガン保持への
変換用。説明書 308393 を参照し
てください。

テテテススストトト装装装置置置

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

241079 メガオームメーター 500 V 出力、
0.01-2000 メガオーム。接地の導通
とガンの抵抗のテストに使用。危危危
険険険区区区域域域でででははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。

245277 テスト装置、高電圧プローブ、およ
び kV メーター整備時にガンの静電
電圧、およびオルタネーターと電源
の状態をテストするために使用。取
扱説明書 309455 を参照して下さい

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

24R038 電圧テスター変換キット。245277
テストフィクスチャーを Pro Xp ガ
ンオルタネーターで使用できるよ
うに変換。説明書 406999 を参照
してください。

25E919 HVLP エアキャップ確認キット
HVLP用途のエアキャップの中のエ
ア圧力を確認するために使用しま
す。25E671エアキャップと共に使
用する 取扱説明書 3A6833 を参照
してください。
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修理キットとアクセサリー

ホホホーーーススス

接接接地地地済済済みみみエエエアアアホホホーーーススス

最大使用圧力、100 psi (0.7 Mpa、7 bar)
8 mm (0.315 インチ) ID; 1/4 npsm(f)x 1/4 npsm(f)
左巻きネジ

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

接接接地地地済済済みみみエエエアアアホホホーーーススス、、、ススステテテンンンレレレススス鋼鋼鋼編編編組組組接接接地地地経経経
路路路 (((赤赤赤)))

235068 1.8 m (6 ft)

235069 4.6 m (15 ft)

235070 7.6 m (25 ft)

235071 11 m (36 ft)

235072 15 m (50 ft)

235073 23 m (75 ft)

235074 30.5 m (100 ft)

液液液体体体ホホホーーーススス

0.7 MPa (7.0 bar、100 psi) 最大使用圧力
6 mm (1/4 インチ) ID

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

ガガガンンンモモモデデデルルル L60T18L60T18L60T18、、、L60M18L60M18L60M18、、、L60M19;L60M19;L60M19; 102–108102–108102–108
ををを含含含むむむ

WB100WB100WB100 専専専用用用

24M732 水媒介液体ホース、7.6 m (25 ft)

25N916 水媒介液体ホースアセンブリ 15.2
m (50 ft)

HydroShieldHydroShieldHydroShield 専専専用用用

25R002 水媒介液体ホース、7.6 m (25 ft)

25R003 水媒介液体ホース、11 m (36 ft)

25R004 水媒介液体ホース、15 m (50 ft)

25R005 水媒介液体ホース、23 m (75 ft)

25R006 水媒介液体ホース、31 m (100 ft)
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修理キットとアクセサリー

液液液体体体ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリ・・・修修修理理理

Graco シールド水媒介ホースには 3つのレイヤーが
あります。外側被覆 (FJ)、導電性レイヤー (FC)、
内側の PTFE チューブ (FT) です。ホースは、両端
に示されている寸法まで分解してください。

ガガガンンンののの端端端：：：

絶絶絶縁縁縁シシシススステテテムムム：：：

(WB 100、HydroShield)

ホースを分解した後、ガンブラケットと張力緩和
装置金具を図に示した方向に緩く組み立てます。

バレルインレット取り付け金具をホースにスライ
ドさせ、タケノコ型取り付け金具を肩部の底に達
するまで押し込みます。

注注注
ホースの分解を行う際は、ホースの内部チュー
ブ (FT) に切り込まないように注意してくださ
い。FEP チューブに切り傷や引っかき傷を付け
ると、早い時点でホースの障害が生じます。
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コーティング材の着火性

コココーーーテテティィィンンングググ材材材ののの着着着火火火性性性
EN 50059 に準拠

Physikalisch-Technische Bundesanstalt, Braunschweig, Germany、2019 年 6 月 26 日から。

一一一般般般

スプレーシステムの防火と防爆は、コーティング材を高フラッシュポイントで少量の溶剤（一般的
には水性塗料）で処理する際に、顕著に確保することができます。ただし、コーティング材のスプ
レークラウドは着火性がないと見なされます。実質的な調査により、スプレークラウドの着火性
は、主に水、溶剤、固体により構成されるコーティング材の組成により異なることが分かっていま
す。以下の分類が確立されています：

非非非着着着火火火性性性のののコココーーーテテティィィンンングググ材材材

このグループのコーティング材は以下の組成です：

[% H2O] > 1.70 x [% LM] + 0.96 x [% ORG]、（すべて % 単位で重量別）

対象箇所

H2O：水;

LM：液相全体。60 °Cを上回るフラッシュポイントの液体、および安全データシートに一覧表示さ
れていいいななないいい液体を含みます。この場合、スプレー状態で液相全体が着火可能です;

ORG：固相。スプレー状態で着火可能です（着火可能な非有機固体または着火可能な有機固体）。
着火可能な非有機コーティングまたは着火可能な有機コーティングのある固体も含みます。

着火可能でないコーティング材は、液相およびスプレー状態の水のように機能します。すすぎ溶液とシ
ンナー液がこのカテゴリーに対応している場合、防爆は必要ありません。このグループのコーティング
材は、着火可能でない液体コーティング材として分類されます。

消火装置は、着火可能でないと分類されているコーティング材を処理しているスプレーシステムには必
要ありません。しかし、これは全体として防火には影響を及ぼしません。これらのコーティング材でさ
え、部分的に乾燥されると、着火性を取り戻す可能性があります。しかし、水性コーティング材は、他
のソースによりおこされる火に強力に露出されると燃え、特定の火災荷重を提示します。
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寸法

寸寸寸法法法

ガガガンンンのののモモモデデデルルル AAA イイインンンチチチ (mm)(mm)(mm) BBB イイインンンチチチ (mm)(mm)(mm) CCC イイインンンチチチ (mm)(mm)(mm) ブブブラララケケケッッットトトなななしししののの
重重重量量量、、、ggg (((オオオンンンススス)))

L60T18 10.5 (267) 8.9 (226) 2.4 (61) 21.7 (617)

L60M18 10.5 (267) 9.6 (244) 2.4 (61) 24.2 (687)

L60M19 10.8 (274) 9.7 (246) 2.4 (61) 22.2 (628)
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技術仕様

技技技術術術仕仕仕様様様
ProProPro XpXpXp 606060 WBWBWB ガガガンンン

米米米国国国 メメメーーートトトルルル法法法
最高使用液体圧力 100 psi 0.7 MPa、7.0 bar

最大動作エア圧力 100 psi 0.7 MPa、7.0 bar

ガンインレットでの最低エア圧力 45 psi 0.32 MPa、3.2 バール
ガンエア消費量
所望のタービンエアフロー 6 scfm 170 l/分

通常のスプレー条件下での全エ
アフローの範囲

15-20 scfm 425–565 l/分

最高動作液温 120°F 48°C

短絡回路電流出力 125 microamperes

電圧出力 L60T18：60 kV

L60M18 と L60M19：30–60 kV
音圧（ISO 標準 9216 に準拠して
測定）

40 psi 時：90.4 dB（A）

100 psi 時：105.4 dB（A）

0.28 MPa/2.8 bar 時：
90.4dB（A）

0.7 MPa/7.0 bar 時：105.4dB
（A）

音圧（ガンから 1 m の距離で測
定）

40 psi 時：87.0 dB（A）

100 psi 時：99.0 dB（A）

0.28 MPa/2.8 bar 時：
87.0dB（A）

0.7 MPa/7.0 bar 時：99.0dB（A）
エアインレット取り付け金具 1/4 npsm(m) 左巻きネジ山
液体インレット取り付け金具 Graco 水媒介液体ホース用のカスタムインレット。
接液部部品 ガン: ステンレス鋼、PEEK、UHMWPE、フルオロエラストマー、ア

セタール、ナイロン、ポリエチレン、タングステン線

水媒介液体ホース：FEP

CaliforniaCaliforniaCalifornia PropositionPropositionProposition 656565
カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州居居居住住住者者者

警警警告告告:::発がんおよび生殖への悪影響 – www.P65warnings.ca.gov
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GracoGracoGraco ProProPro XpXpXp ののの保保保証証証

Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、Graco
が製造し、かつ Graco の社名を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証します。
Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除き、販売日時から起算して 12 か月間、Graco に
より欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換いたします。但し、バレル、ハンドル、引き金、フッ
ク、内部電源、およびオルタネーター (タービン軸受を除く) の一切の不備は、販売日から 36 ヶ月間で修
理もしくは交換するものとします。本保証は、Graco の明示の推奨に従って、装置が設置、操作、およびオ
ペレーター保守されている場合にのみ有効です。

誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切なメンテナンス、過失、事故、改ざん、または Graco 製で
ない構成部品の代用が原因で発生した一般的な摩耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外で
あり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の装置と Graco によって提供されていない機構、
アクセサリー、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていない機構、アクセサリー、装
置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作またはメンテナンスが原因で発生した誤動作、損傷、
または摩耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。

本品質保証は、Graco 販売代理店に、主張された欠陥を確認するために、欠陥があると主張された装置が前払いで
返却された時点で、条件が適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco は全ての欠陥部品を無料で修
理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買い上げいただけたお客様に返却されます。装置の
検査により材料または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行われます。料
金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本本本保保保証証証ははは唯唯唯一一一のののももものののでででああありりり、、、明明明示示示的的的、、、黙黙黙示示示的的的ををを問問問わわわずずず、、、商商商品品品性性性ののの保保保証証証、、、まままたたたははは特特特定定定用用用途途途へへへののの適適適合合合性性性ののの保保保証証証ななな
どどど、、、そそそののの他他他ののの保保保証証証ににに代代代わわわるるるももものののででですすす。。。

保証違反の場合の Graco のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者は、他の
補償（利益の損失、売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、または他のいかな
る偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるものではない）は得られないものであることに同意しま
す。保証違反に関連するいかなる行為も、販売日から起算して 2 年以内に提起する必要があります。

GracoGracoGraco社社社ににによよよっっっててて販販販売売売ささされれれててていいいるるるががが、、、製製製造造造ささされれれててていいいななないいいアアアクククセセセサササリリリーーー、、、装装装置置置、、、材材材料料料、、、まままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににに関関関しししてててははは、、、
GracoGracoGraco ははは保保保証証証ををを負負負わわわずずず、、、特特特定定定目目目的的的ににに対対対すすするるる商商商用用用性性性おおおよよよびびび適適適合合合性性性ののの全全全てててののの黙黙黙示示示保保保証証証ははは免免免責責責ささされれれるるるももものののとととしししままますすす。。。販
売されているが Graco社によって製造されていない製品 (電動モーター、スイッチ、ホースなど) がある場合、そ
れらのメーカーの品質保証の対象となります。Graco 社は、これらの保証違反に関する何らかの主張を行う
際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、Graco は Graco社の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売さ
れる商品から生じる間接的、偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、保証違反、Graco の過失、
またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないものとします。
FOR GRACO CANADA CUSTOMERS
The Parties acknowledge that they have required that the present document, as well as all documents, notices and
legal proceedings entered into, given or instituted pursuant hereto or relating directly or indirectly hereto, be drawn
up in English. Les parties reconnaissent avoir convenu que la rédaction du présente document sera en Anglais,
ainsi que tous documents, avis et procédures judiciaires exécutés, donnés ou intentés, à la suite de ou en rapport,
directement ou indirectement, avec les procédures concernées.

GracoGracoGraco ににに関関関すすするるる情情情報報報
Graco 製品についての最新情報入手先: www.graco.com。特許についての情報入手先: www.graco.com/patents。

注注注文文文にににつつついいいてててははは、Graco 販売代理店にお問い合わせください。または、電話にて最寄りの販売代理店をご確認
ください。
電電電話話話:::612-623-6921まままたたたははは無無無料料料通通通話話話::: 1-800-328-0211フフファァァッッックククススス:::612-378-3505

本文書に含まれる全ての文字および図、表等によるデータは、出版時に入手可能な最新の製品情報を反映しています。

Graco はいかなる時点においても通知することなく変更を行う権利を保持します。

説明書原文の翻訳。This manual contains Japanese。MM 3A7504

GracoGracoGraco Headquarters:Headquarters:Headquarters: Minneapolis

InternationalInternationalInternational Offices:Offices:Offices: Belgium, China, Japan, Korea

GRACOGRACOGRACO INC.INC.INC. GRACOGRACOGRACO INC.INC.INC. おおおよよよびびび子子子会会会社社社••• P.O.P.O.P.O. BOXBOXBOX 144114411441 ••• MINNEAPOLISMINNEAPOLISMINNEAPOLIS MNMNMN 55440-144155440-144155440-1441 ••• USAUSAUSA

CopyrightCopyrightCopyright 2021,2021,2021, GracoGracoGraco Inc.Inc.Inc. すすすべべべてててののの GracoGracoGraco 製製製造造造場場場所所所ははは ISOISOISO 900190019001 ににに登登登録録録ささされれれててていいいままますすす。。。

www.graco.com
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